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あ I,' 安 七
. ,. 
国 し、 に て ゃ は ゎ 占 多 う つ 時 をノ‘

る 老 心 十 十 民 る つ し、 言 高 金 れ め 分 と ゜た 代 超 8 
ヽ 後 し 五 五 生 ゜

゜
け か 葉 齢 の て て に ｀ 生 の

L ぇ 本し一 '--

と を て 歳 歳 活 ゴー 込 れ に 者 現 し、 し、 ぁ ろ 活 に の た 人
を 健 暮 以 ま 審 長

゜
ま た 心 を 物 る る る が水

ヽ
到 ゜の 彎改 康 ら 上 で議 舟 年 れ

ヽ
を 狙 ま ゜ ゜

Q 

ゴ準 現 来 男 女
め に せ で の ム云 社 に た と 和 つ が 寝 現恨 の 在 と 性 性

召て 過 る は サI は ム本 は わ Vヽ ま て し、 た 在 界 向 で な も の
痛 ~-· 社 五 き 退 L. 高 け ？ せ Vヽ 物 き

ヽ ．． 上 は っ 七平、一

頭感せ 会 人 上職 ヘ 齢 で訴 ヽ
た 商 り I' 

の ゃ 男 た 十 均Iヽ

す る 保 に げ年 の 者
ヽ
え 老 法゚ 老 十 長 医 性 ゜四 寿

る よ 障 I 齢対 は ｀ が後 セ で
人 五 寿 療 の か ． ＾ IIIJ 言

",, →ヽ

゜ ) シ 人 な を 応 全 ' 
続 の I 大 ヽ 歳し サ 四 つ 五 が

個 ス が ど '' 策 人 し 出 生 ル阪 ぽ以 の I 割 て 四 八ノ‘

人 テ 女 を 十 が 口 た し 活 ス 地 け 上 ―’ ビ 以 八 歳 十 ----~ .' 
ヽ
ム 性 提 五最 の 話 て の マ栽 老 の ユ ス 上 十 と ． 

企 の な 号 歳 近
... 
に Vヽ た ン か 人 古回 I. の ヽ

歳 な ．． 口 '""' 

業 充 ど ゜ま
ヽ
は る め の ら は 齢 ス 普女 ま り 八

ヽ
実 の 婦 で相 ％ 心 ゜に ち 破 そ 者 を 及 性 で

ヽ
歳

政 な 現 人 延 次 に が 高 貯 よ 産 れ は 素 な の 生 文 と
府 ど 状 問 長 し、 達 痛 齢 ぇ つこ ぞ全 直 ど

,. 
き 字世旦． ノ‘

が を を 題
ヽ
で す む 化 た と 牛 れ 人 に が割 る 通 界ロ

取 訴 踏 企年 ホ る ゜社 卜 し さ 約 ロ 号-=>,, 背 以 人 り で
り え ま 画 金 さ と ム云 ラ た れ

I, 

の ベ 景上 は ..., 初ノ‘

組 て ぇ 推 支 れ 予 の の 親 た ＋ 約 な に が 人 め
む し、

ヽ
進 給 て 測 II 子 切 豊 万 1,ヽ ぁ 米 割 生 て

必 る 老 ム本 年 ぉ さ 弱 を な 田 人

゜
要 る 寿 程 八 八

要 ゜後 議 齢 り れ 点 持行 商 と ％ 素 ゜を 度 ＋ 十
の 長 を は の

ヽ
て II つ 動 事 Vヽ を が 祝 だ 年 歳
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ディピッド・ J・エクスレイ国連広報センター所長から栄光に輝〈 r国連平和

賞を受賞する佐藤隆代議士（本財団副理事長、 AFPPD議長）。右が燿子夫

人。福田（左）、岸（中央）両元首相も心からネ兄福した。

の多年の努力が認められ、

大変うれしい。私、そして

福田赳夫君に次いで 3人目

の受賞だから、佐藤君は総

I里クラスだ」とお祝いの挨

拶。

岸
‘
艇

EB両
元
訂
相
に
次
ぎ
三
人

H
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人
日
間
題
の
功
績
を
高
く
評
価

古くからの人口問題の友人として花村仁八郎・経団連副会長（日本航空会長、

世界委員会会長） も熱をこ

めて世界的に大活躍する佐

藤隆代議士の卓越した行動

力を絶賛し t:。
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ア
メ
リ
カ
の
人
口
危
機
委
貝
会

タ
イ

フ
ィ
リ
ピ
ン
を
訪
問
。

翌
年

会
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム

ぶ
国
連
平
和
賞
L

ホ
テ
ル
の
ク
リ
ス
タ
ル
・
パ
レ
ス
・

ハ
ビ
エ
ル
・
ペ
レ
ス
・
デ
ク
エ
ヤ
ル
国
連
事
務
総
長
か
ら
の
同
賞
表
彰
の
親

ぬ
努
力
を
さ
れ
た
」

光
る
数
々
の
足
跡

佐
藤
隆
代
議
士
が
国
連
人
口
問
題
に
本
格
的
に
取
組
み
始
め
た
の
は
一

七
三
年
。

こ
の
年
、

参
加
し
て
イ
ン
ド
、

四
月
十
八
B

と
た
た
え
、

を
贈
星
し
た
。

ル
ー
ム
で
厳
粛
か
つ
盛
大
に
行
な
わ
れ
、

佐
藤
隆
代
議
士
の
国
際
人
口
問
題
議
貝
懇

数
々
の
国
際
的
な
人
口
活
動
へ
の
貢
献
、

(
U
N
F
P
A
)
 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

(
P
C
C
)
 の
指
名
で
、

九

岸
元
首
相
の
代
理

岸
信
介
元
首
相
を
団
長
と
す
る
ア
ジ
ア
人
口
調
査
団
に

る
こ
と
に
な
っ
た
1

と
述
べ
て
い
る
。

を
挙
げ

こ
う
し
た
同
代
議
士
の
活
動
と
努
力
が
国
連
で
大
き
な
賞
賛
を
得

さ
ら
に
国
連
人
口
活
動
基
金

の
資
金
増
額
に
お
け
る
尽
力

談
会
設
立
に
あ
た
っ
て
の
努
力
や
、

が
国
連
の
人
口
活
動
の
理
想
を
深
く
理
解
し
、

そ
の
推
進
の
た
め
に
た
ゆ
ま

ペ
レ
ス
・
デ
ク
エ
ヤ
ル
国
連
事
務
総
長
は
、

表
彰
親
書
の
中
で

「
佐
藤
氏

首
相
、

二
代
目
が
福
田
赳
夫
元
首
相
で
、

佐
藤
隆
代
議
士
は
三
人
目
で
あ
る
。

人
口
問
題
で
の
功
績
で
同
賞
を
受
賞
し
た
日
本
人
は
、
初
代
が
岸
信
介
元

タ
ー
所
長
か
ら
佐
藤
隆
代
議
士
に
贈
ら
れ
た
。

書
と
‘

ピ
ー
ス
メ
ダ
ル
が
デ
ィ
ビ
ッ
ド
・

J

エ
ク
ス
レ
イ
国
連
広
報
セ
ン

晴
れ
の
受
賞
式
は
、
四
月
十
八
日
午
後
六
時
か
ら
東
京
・
赤
坂
プ
リ
ン
ス

栄
誉
に
輝
や
く

代

議

士

の

人

口

問

題

に

対

す

る

数

々

の

努

力

と

功

績

貢
献
を
高
く
評
価
し
、

(
A
F
P
P
D
)
議
長
の
佐
藤
隆
代
議
士
に
対
し
、
同

国
連
は
‘
本
財
団
副
理
事
長
で
あ
り
、

受
賞
式
は
、

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
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が
受
賞
し
て
い
る
。

ス

・

ア

ル

サ

ウ

ド

王

子

（
一
九
八
二
年
）

を

含

む

各

国

の

国

連

功

労

者

数

名

ク

ル

ト

・

ワ

ル

ト

ハ

イ

ム

氏

(
-
J
L
八
二
年
）
、
ア
ラ
プ
湾

個

人

に

対

し
「
国
連
平
和
賞
」

そ
の
功
績
を
た
た
え
て
贈
ら
れ
る
も
の
で
、

国
連
事
務
総
長
、

こ
れ
ま
で
、

岸

計

画

総

裁

兼

ユ

ニ

セ

フ

特

使

の

タ

ラ

ル

・

ビ

ン

・

ア

プ

ド

ゥ

ー

ル

・

ア

ジ
『
~
一前

国
連
平
和
賞
は
‘

国

際

連

合

の

活

動

に

対

し

、

特

に

顕

蒋

な

貢

献

を

し

た

ょ

…

…

‘,．＿＿一＂

と

ム
」

で
は
初
代
の
議
長
に
就
任
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

そ

の

後

に

設

立

さ

れ

に

「

人

口

と

開

発

に

関

す

る

ア

ジ

ア

議

員

フ

ォ

ー

ラ

催

を

呼

び

か

け

る

”
北
京
宣
言
“

の
と
り
ま
と
め
な
ど
に
活
躍
。

し

た

り

一

九

八

四

年

メ

キ

シ

コ

市

で

開

か

れ

た

国

連

世

界

人

口

会

議

の

開

議
中
は
副
議
長
と
し
て
参
加
を
め
ぐ
る
中
国
、

イ

ン

ド

の

調

整

に

力

を

発

揮

皿
ア
ジ
ア
国
会
議
貝
会
議
」

で

は

準

備

段

階

で

は

運

営

委

貝

長

と

し

て

、

会

さ

ら

に

一

九

八

．

年

、

北

京

で

開

か

れ

た

「
人
日
と
開
発
に
関
す
る
第

議
長
に
選
ば
れ
、

同
会
議
を
成
功
に
導
い
た
。

懇

談

会

を

日

本

国

内

に

超

党

派

の

衆

参

両

院

議

貝

百

十

九

人

で

設

立

し

た

こ

と
も
報
告
‘ロ
ン
ボ
で
、

一

九

七

九

年

コ

ロ

ン

ボ

で

開

催

さ

れ

た

会
議
貝
会
議
」

で
は
、

開

催

準

備

に

大

き

な

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ

を

発

揮

、

副

7

人

口

と

開

発

に

関

す

る

列

国

国

コ

北
京
で
|
|
国
際
舞
台
で
大
活
躍

国
際
連
帯
の
必
要
性
を
強
調
し
続
け
て
き
た
。

政
治
レ
ベ
ル
で
大
い
に
と
り
あ
げ
る
べ
き
だ
」

と

述

べ

国

際

人

口

問

題

議

貝

に
署
名
。

議

長

会

見

で

「

人

ロ

・

食

糧

問

題

は

専

門

家

の

間

だ

け

で

は

な

く

と
し
て

「
食
糧
と
人
口
に
関
す
る
宜
言
」

の

国

連

式

典

に

参

加

し

て

宜

言

文

-5-



国際人口問題議員懇談会から贈

られたケースに飾られた「国連

平和賞j 表彰の親書（上）と同

メダル（下）

駆
け
つ
け
挨
拶
、

ク
ス
レ
イ
氏
や
、

受
賞
を
祝
福
し
た
。

経
団
連
副
会
長
の
花
村
仁
八
郎
氏

ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。

ー
ク
材
の
表
彰
親
書
と
平
和
メ
ダ
ル
を
納
め
る
豪
華
な
格
納
ケ
ー
ス
が
プ
レ

ベ
ヽ

柄

谷

道

一

参

院

議

貝

（
民
杜
）

が
同
懇
談
会
か
ら
の
記
念
品
と
し
て
チ

席
し
て
和
や
か
に
開
か
れ
た
。

派
の
衆
・
参
両
院
議
貝
を
は
じ
め
人
口
と
開
発
関
係
学
識
経
験
者
も
多
数
出

時
か
ら
東
京
•
平
河
町
の
マ
ツ
ヤ
・
サ
ロ
ン
で
受
賞
祝
賀
会
を
開
き
、

超

党

降

•
A
F
P
P
D

議
長
の
国
連
平
和
賞
受
賞
を
祝
い
、

四
月
十
九
日
午
後
六

国

際

人

口

問

題

議

貝

懇

談

会

（
会
長
、

メ
ン
バ
ー
の
住
栄
作
元
法
相
の
司
会
で
岸
•
福
田
両
元
首
相
が
祝
辞
を
述

こ
の
パ
ー
テ
ィ
に
は
国
連
広
報
セ
ン
タ
ー
所
長
の
テ
ィ
ビ
ッ
ド
・

J

.
工

（
日
本
航
空
会
長
）
も

福
田
赳
夫
元
首
相
）

国
際
人
日
間
題
議
員
懇
談
会
も

超
党
派
で
受
賞
祝
賀
会

で
は
、

佐

藤

-6-



題
の
要
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

連
平
和
賞
」

を

受

賞

し

た

日

本

の

福

田

I

佐

藤

コ

ン

ピ

が

人

口

問

福
田
赳
夫
元
首
相
が
就
任
す
る
運
ぴ
と
な
り
、

人
口
問
題
で

「
国

関
す
る
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
が
組
織
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

主
幹
に

引
続
き
行
な
わ
れ
た
執
行
委
員
会
で
は
、

新

た

に

人

口

問

題

に

問
題
の
対
策
を
協
議
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

の

つ
に
す
る
こ
と
を
決
定
、

O

B
サ

ミ

ッ

ト

で

も

真

剣

に

人

口

進
言
し
た
。

「
人
口
問
題
」

佐

藤

隆

代

議

士

の

進

言

を

と

り

入

れ

総
会
審
議
の
結
果
、

「
人
口
問
題
」

を

主

要

議

題

こ
の
ア
ピ
ー
ル
を
う
け
た
同
サ
ミ
ッ
ト
は
、

生

存

と

平

和

を

脅

か

す

を

是

非

と

り

あ

げ

る

よ

う

化
L.. 

「
開
発
協
力
の
強
化
」

の
三
大
テ
ー
マ
に
加
え
て
、

人
類
の

緊

急

課

題

と

し

て

い

る

そ
の
中
で
、

「
平
和
と
軍
縮
」

「
世
界
経
済
の
再
活
性

同
代
議
士
は
、

現
在
、

O

B
サ

ミ

ッ

ト

が

当

面

の

演
を
行
な
っ
た
。

B
サ
ミ
ッ
ト
）
第
三
回
総
会
に
出
席
し
、

別

項

の

よ

う

な

特

別

講

日

か

ら

パ

リ

で

開

か

れ

た

（
通
称
〇

ロ
と
開
発
に
関
す
る
世
界
委
員
会
常
任
理
事
）

本

財

団

副

理

事

長

の

佐

藤

隆

代

議

士

°、▼ー

「
人
日
間
題
」

ま
、． 

リ
の

O

B
サ
ミ
ッ
ト
―

佐
藤
隆
代
議
士
の
進
言
を
採
択

(
A
F
P
P
D
議
長
、

四

月

二

十

四

「
元
大
統
領
・
首
相
会
議
」

を
緊
急
テ
ー
マ
に

人

-7-



和
も
繋
栄
も
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
適
切
な
人
口
と
資
源
の
開
発
な
く
し
て
は

ま
す
。

シ
ル
で
是
非
と
り
あ
げ
、
並
行
論
議
し
て
頂
き
た
い
と
訴
え
る
も
の
で
あ
り

生
存
と
平
和
を
物
か
す
『
人
口
問
題
』

を

る
枇
界
経
済
の
再
活
性
化
』

『
開
発
協
力
の
強
化
策
』

と
と
も
に
、
人
類
の

と
軍
縮
の
推
進
』

『
金
利
引
ぎ
下
げ
と
対
外
累
積
債
務
の
処
理
を
中
心
と
す

私
は
‘
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
が
当
面
の
緊
急
課
題
と
し
て
い
る

『
平
和

心
と
し
た
開
発
の
問
題
』

が
常
に
存
在
し

か
か
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。

起
答
て
お
り
、

そ
の
深
い
根
底
に

『
人
類
に
関
す
る
問
題
』

『
資
源
を
中

イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン

真
の
世
界
平

上
で
は
人
類
が
出
現
し
て
以
来
絶
え
ず
、
ど
こ
か
の
国
で
国
家
間
の
戦
争
が

平
和
と
繁
栄
は
人
類
永
遠
の
願
い
で
あ
り
ま
す
。

残
念
な
こ
と
に
こ
の
地
球

さ
て
、
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
シ
ル
の
最
高
目
標
で
あ
る
世
界
の

と
を
大
変
光
栄
に
思
う
と
共
に
、

深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

私
に

「
人
口
に
関
連
す
る
問
題
L

に
つ
い
て
発
言
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
こ

そ
し
て

こ
の

「
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
シ
ル
第

3
回
総
会
」

ら
れ
ま
す
皆
さ
ま
に
‘

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

ご
列
席
の
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ま
、
私
は
先
ず
世
界
の
平
和

佐

藤

隆

人
口
と
開
発
に
関
す
る
世
界
委
員
会
・
理
事

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
議
長

と
繁
栄
の
為
に
大
き
な
使
命
を
に
な
い
、
高
い
立
場
か
ら
活
動
を
続
け
て
お

"'""う...., 

議
長
は
じ
め

佐
籐
隆
代
議

t
の
特
別
講
演

で
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Jレ
ヽ

メ

キ

シ

コ

等

の

出

生

率

低

下

を

実

現

し

た

新

興

工

業

国

や

、

課
題
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

香

港

、

韓

国

、

プ

ラ

ジ

今
日
、
先
進
国
で
は
極
端
な
高
齢
化
が
続
ぎ
‘

日

本

で

も

非

常

に

深

刻

な

二

0
二
五
年
に
は
三
十
一
オ
に
な
り
ま
す
。

の

発

表

に

よ

り

ま

す

と

一
九
八
五
年
現
在
の
人
口
中
央
値
は
二
十
三
オ
で
、

そ

の

半

数

が

ア

フ

リ

カ

諸

国

で

あ

り

そ

こ

で

は

人

口

増

加

が

最

も

高

く

‘

そ
の
一
方
で
、

一
人
っ
こ

先

進

国

で

は

人

口

の

高

齢

化

が

進

ん

で

お

り

ま

す

。

国

連

得
は
最
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

所

ラ

ム

が

実

施

さ

れ

て

い

ま

す

が

ま

だ

二

十

七

ヶ

国

が

導

入

し

て

お

ら

ず

現
在

八
十
五
の
開
発
途
上
国
で
、

公

的

援

助

に

よ

る

家

族

計

画

プ

ロ

グ

て

お

り

、

当

該

国

の

賢

明

な

政

策

に

よ

る

調

整

の

強

化

が

必

要

で

あ

り

ま

す

。

0
％
に
落
ち
て
い
ま
す
。

し

か

し

人

口

そ

の

も

の

は

依

然

と

し

て

増

え

続

け

ー） 

七
％
に
ダ
ウ
ン
し
て
お
り
、
開
発
途
上
国
で
も
二
•
四
％
か
ら

％

と

い

う

驚

く

べ

苔

数

字

を

示

し

た

も

の

が

現

在

は

関

係

者

の

努

力

に

よ

増
加
率
に
関
し
て
見
る
な
ら
ば
、

一
九
六

0
年
代
後
半
に
は
‘

二

•
O

六

万

人

は

開

発

途

上

国

で

増

え

る

も

の

で

あ

り

、

世

界

人

口

の

四

分

の

三

が

こ

ヽ

も

ヽ

し
カ

七

0
0

0

 

暦
二

0
0

0
年
に
は
‘

六

十

一

億

三

0
0
0
万

人

に

達

す

る

と

予

測

さ

れ

て

け

、

今

日

現

在

で

は

優

に

四

十

八

億

を

超

え

て

お

り

ま

す

。

口
は
四
十
七
億
六
千
―
―
ー
百
万
人
で

こ
の
一

九
八

0
年
代
、

お
り
ま
す
。

途

上

地

域

で

爆

発

的

年
間
八

0
0
0
万

人

以

上

の

増

加

を

続

十

五

年

後

の

西

年

間

人

口

増

加

八

0
0
0
万
人
の
う
ち
、

れ

ら

の

地

域

に

集

中

し

て

い

る

こ

と

に

も

注

目

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

な
急
増
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

一
九
八
四
年
七
月
の
統
計
で
は
、

世

界

の

人

人

口

は

先

進

地

域

で

滅

り

す
。
め

に

必

要

な

、

食

糧

や

資

源

が

無

限

で

あ

る

こ

と

を

信

じ

な

く

な

っ

て

い

ま

い
科
学
技
術
の
進
歩
に
も
拘
ら
ず
、

も

は

や

人

々

は

人

類

が

生

き

て

い

く

た

今

こ
の
地
球
上
の
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

目

ざ

ま

し
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れ

を

必

要

と

す

る

国

々

に

提

供

し

こ

の

友

情

を

受

け

る

国

は

感

謝

と

自

ら

そ
し
て
、

知
恵
を
持
つ
者
は
知
恵
を
、

豊

か

な

財

を

持

つ

者

は

財

を

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

相

互

依

存

が

重

要

な

キ

ー

ポ

イ

ン

ト

民

間

レ

ベ

ル

で

の

I
P
P
F
等
の

積

極

的

な

イ

ニ

シ

ア

チ

ブ

に

よ

る

、

各

必

ず

や

道

は

開

け

る

も

の

と

確

信

い

た

し

て

お

り

ま

す

。

こ
れ
に
、
人
命
尊
菫
、

人
権
尊
重
、

資
源
を
求
め
、

そ
し
て
何
よ
り
も
、
各
国
政
府
、

国
の
主
権
を
尊
重
し
た
‘

そ

し

て

人

類

愛

そ

の

も

の

で

あ

り

ま

す

。

立
法
府
、

相
互
協
力
‘

U
N
F
P
A
等
国
連
機
関
、

新

し

い

技

術

開

発

の

英

知

を

組

合

わ

せ

れ

ば

原

点

は

先

ず

は

‘

有

効

な

教

育

と

家

族

計

画

の

徹

底

が

必

要

で

あ

り

ま

す

。

そ
の

こ
の

「
迷
路
」

か

ら

脱

出

す

る

た

め

に

は

ど

う

し

た

ら

よ

い

か

。

を
呈
し
て
お
り
ま
す
。

経

済

等

を

複

雑

か

つ

有

機

的

に

結

合

し

つ

つ

、

さ

な

が

ら

「
迷
路
」

の
様
相

そ
し
て
、

さ

ら

に

人

u
問
題
は
‘

そ
の
国
の
文
化
、

思
想
、

宗
教
、

政

治

社
会
の
不
安
‘

『
人
口
問
題
』

る

問

題

を

生

む

と

い

う

厳

し

い

宿

命

を

も

っ

て

い

る

の

で

あ

り

ま

す

。

ま

さ

に

は

―
つ
の
問
題
解
決
が
、

新

た

な

ヽ

こ

の

よ

う

に

一

方

で

飢

餓

と

貧

困

に

よ

る

お

の

の

き

一
方
で
高
齢
化

政
策
を
と
っ
て
き
た
中
国
で
も
、

―
つ
で
あ
り
ま
す
。

日
の
絶
対
的
減
少
で
あ
り
、

こ

れ

も

見

逃

す

こ

と

の

で

き

な

い

人

口

問

題

の

が
起
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、

死

亡

率

が

出

生

率

を

上

回

る

こ

と

に

よ

る

人

ま
た

t

部

の

先

進

国

で

は

、

人

口

増

加

の

静

止

‘

或

い

は

マ

イ

ナ

ス

減

少

構
え
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

て

い

る

途

上

国

に

も

い

ず

れ

高

齢

化

と

い

う

人

口

構

造

上

の

難

問

が

待

ち

で
ヽ

早

急

な

対

策

を

迫

ら

れ

て

お

り

ま

す

。

現

在

、

人

口

抑

制

に

力

を

入

れ

こ
の
高
齢
化
問
題
は
‘

ま
っ
て
い
ま
す
。

社
会
問
題
に
加
え
、

医
療
‘
年
金
、

雇

用

、

等

々

高

齢

化

問

題

に

対

す

る

関

心

が

非

常

に

高
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ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

[
層
の
御
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

目

標

を

効

果

的

に

前

進

さ

れ

る

よ

う

議

長

は

じ

め

メ

ン

バ

ー

の

皆

さ

ま

の

カ

ウ

ン

シ

ル

で

具

体

的

に

「
人
口
委
貝
会
」

を
設
置
さ
れ
、

カ
ウ
ン
シ
ル
の

希
望
に
満
ち
た
二
十
一
世
紀
を
築
く
た
め
、

こ
の
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン

外
に
方
法
が
な
い
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

た

「
最
も
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
人
口
と
開
発
の
総
合
政
策
の
確
立
」

そ
れ
以

か

か

る

問

題

の

対

策

と

し

て

は

各

々

の

特

殊

性

に

応

じ

緊
急
課
題
で
あ
る
と
の
認
識
を
い
よ
い
よ
深
く
し
て
お
り
ま
す
。

の
解
決
は
‘

恨

界

平

和

と

繁

栄

の

原

点

で

あ

り

、

国

際

政

治

に

課

せ

ら

れ

た

か
つ
て
な
か
っ
た
程
に
複
雑
化
、

深
刻
化
し
て
お
り
ま
す
。

私

は

人

口

問

題

世
界
の
人
口
問
題
は
多
様
化
し
、
都
市
化
、

高

齢

化

等

を

み

て

も

歴

史

上

U
N
D
P
の
事
務
総
長
・

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

モ
ー
ス
氏
も
率
先
理
解
を
さ
れ
、

人
口
と
開
発
、

助

言

を

重

ね

め
皆
様
が
こ
れ
を
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

L 

と

界
委
貝
会
」

対
応
の
主
軸
と
し
て
、

提
唱
さ
れ
、

シ

ュ

ミ

ッ

ト

元

首

相

を

は

じ

動
と
も
言
う
べ
き
変
化
の
時
代
へ
の
、

取

り

上

げ

ら

会

で

軋

界

の

人

口

問

題

に

焦

点

を

あ

て

「
人
口
と
開
発
の
課
題
が
、

こ
の
激

タ

ー

ア

ク

シ

ョ

ン

カ

ウ

ン

シ

ル

の

コ

ン

ビ

ー

ナ

ー

と

し

て

そ

の

設

立

委

貝

グ

ロ

ー

バ

ル

コ

ミ

ッ

テ

ィ

ー

会

長

の

福

田

元

首

相

は

、

イ

ン

さ

て

、

議

貝

グ

ル

ー

プ

の

冊

界

組

織

で

あ

る

す
。

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
世

の

努

力

に

よ

っ

て

問

題

解

決

の

た

め

に

真

剣

に

汗

を

流

す

べ

ぎ

だ

と

考

え

ま
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の
称
号
も
う
け
て
い
る
。

な
お
、

黒
田
氏
は
、

去
る
五
十
七
年
、

東
亜
大
学
か
ら
「
名
誉
経
済
博
士
L

し
て
い
ま
す
L

と
、
喜
ぴ
を
語
っ
て
い
る
。

き
感
無
量
で
す
。

と
く
に
吉
林
省
の
人
々
は
身
近
か
な
親
類
の
よ
う
な
気
が

黒
田
氏
は

「
自
分
が
喜
ん
で
や
っ
て
い
る
仕
事
な
の
に
、

と
し
て
受
け
入
れ
、

指
導
し
た
り
し
て
い
る
。

黒
田
氏
は
去
る
五
十
五
年
か
ら
本
格
的
に
中
国
の
人
口
問
題
に
取
組
み
、

す
で
に
訪
中
は
十
回
を
数
え
、

人
口
学
の
講
議
を
し
た
り
、

昨
年
夏
に
は
三
週
間
に
わ
た
っ
て
同
大
学
で

同
大
学
人
口
研
究
所
の
若
手
研
究
者
を
留
学
生

昨
年
に
引
続
巻
、
本
財
団
事
業
の
中
国
の
人
口
•
家
族
計
画
調
査
の
た
め

七
月
か
ら
吉
林
省
入
り
す
る
。

ど

「
名
誉
教
授
L

の
称
号
が
贈
ら
れ
た
。

本
財
団
理
事
、

黒
田
俊
夫
氏

黒
田
俊
夫
（
本
財
団
瑶
事
）
氏
に

吉
林
大
学
か
ら

名
誉
教
授
号

（
日
大
人
口
研
名
誉
所
長
）

の
人
口
研
究
の
中
心
的
ア
カ
デ
ミ
ー
の
一

称
号
を
い
た
だ

つ
で
あ
る
吉
林
大
学
か
ら
こ
の
ほ

に
対
し
、
中
国
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で
あ
る
。

日

本

船

舶

振

興

会

（
会
長
笹
川
良
一
氏
）

の

補

助

に

よ

り

製

作

さ

れ

た

も

の

な
お
、

同

ス

ラ

イ

ド

は

、

昭

和

五

十

九

年

度

本

協

会

補

助

事

業

と

し

て

帥

課

程

に

つ

い

て

描

い

た

も

の

で

、

同

コ

ン

ク

ー

ル

に

多

数

応

募

し

た

中

か

ら

I

そ

の

軌

跡

l

」

秀
賞
を
受
賞
し
た
。

農
業
基
本
法
、

は

、

第

三

回

日

本

産

業

教

育

（
主
催

H
本

ス

ラ

イ

ド

連

合

会

）

広

報

部

門

の

優

機
械
化
に
よ
る
省
力
化
、

が
、
農
村
の
人
々
に
与
え
た
影
閥
‘

果
、
今
回
の
受
賞
と
な
っ
た
。

「
日
本
の
農
業
、

農

村

開

発

と

人

口

改
良
普
及
活
動
、

生

活

改

善

運

動

特

に

大

家

族

か

ら

核

家

族

へ

移

行

す

る

日

本

大

学

芸

術

学

部

教

授

登

川

直

樹

主

査

は

か

の

審

査

貝

に

よ

る

審

在

の

結

同
ス
ラ
イ
ド
は
‘

戦

後

の

日

本

の

農

村

に

お

け

る

変

遷

を

‘

農

地

改

革

ス
ラ
イ
ド
コ
ン
ク
ー
ル

（
カ
ラ
ー

・
i
:
O
分
）

本

協

会

が

企

画

製

作

し

た

ス

ラ

イ

ド

コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞
受
賞
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こ
°

ぇ
t

関
係
機
関
、

団
体
役
員
、

サ

ラ

ス

国

連

人

口

活

動

粘

金

事

務

局

長

ら

を

前

に

参

加

者

に

深

い

感

銘

を

与

ヽ

こ
／
町

さ
ら

米

賓

席

の

ラ

ジ

プ

・
ガ
ン
ジ
ー
首
相
、

国
全
土
か
ら
参
加
し
た
四
百
人
余
の
国
会
、

州
議
会
議
貝
‘

学
者
、

研
究
者
、

隆
代
議
士
が
招
か
れ
、

特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
甚
調
購
演
を
行
っ
た
。

イ

ン

ド

長
で
、

「

人

口

と

開

発

に

関

す

る

ア

ジ

ア

議

貝

フ

ォ

ー

ラ

ム

」

議

長

の

佐

藤

「
人
日
と
開
発
に
関
す
る
第
二
回
イ
ン
ド
議
員
会
議
」

五
月
十
三
日
、

佐藤隆AFPPD議長

イ
ン
ド
国
・

＝国連平和賞の受賞祝福うける＝

に
ヽ

本

財

団

副

理

事

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
の
国
際
会
議
場
で
開
か
れ
た

幽淋幽勒讃訊，` ｀
開会冒頭、勢ぞろいした来賓。右からサラス国連人口活動基金事務局長、 1人

おいてラジプ・ガンジー首相、ミッタール・インド議員連盟会長、 1人おいて

佐藤隆AFPPD議長。
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基
調
講
演
を
す
る
佐
藤
隆

A
F
P
P
D

議
長
。

国
連
平
和
賞
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
の
席
上
、

サ
ラ
ス
事
務
局
長
立
ち
合
い
の
も
と
、

ミ
ッ
タ
ー
ル
会
長
か
ら
“
祝
賀
状
“
が

佐
藤
隆
代
議
士
に
手
渡
さ
れ
た
。

あ
る
」

の
佐
藤
陥
氏
の
謝
辞
に
大
き
な
拍
手
が
起
っ
た
。

か

れ

‘

祝

福

さ

れ

た

か

「

私

の

受

賞

は

同

胞

で

あ

る

皆

さ

ん

の

も

の

で

あ

ッ
タ
ー
ル
下
院
議
貝
）

主

催

に

よ

る

国

連

平

和

賞

受

賞

祝

賀

パ

ー

テ

ィ

が

開

人

口

と

開

発

政

策

で

国

連

平

和

賞

を

受

賞

し

た

佐

藤

隆

副

理

事

長

は

‘

ン
ド
で
も
大
歓
迎
さ
れ
た
。

会
議
終
了
後
‘

イ

ン

ド

議

貝

連

盟

（
会
長
・
ミ イ

れ

、

そ

の

内

容

は

題

の

深

刻

さ

と

首

相

の

関

心

度

の

高

さ

を

如

実

に

物

語

っ

て

い

た

が

、

き

わ

め

て

注

H
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

就

任

後

、

公

式

の

場

に

お

け

る

人

口

政

策

に

対

す

る

初

の

“
見
解
“

‘
,
 

と
し

i

ト

分

余

に

わ

た

る

首

相

の

原

稿

な

し

に

よ

る

演

説

（
要
旨
別
紙
）

は

、

首

相
二
十

の

時

間

半

も

同

席

す

る

と

い

う

熱

の

入

れ

よ

う

。

イ

ン

ド

に

お

け

る

人

口

同

本

会

議

に

冒

頭

か

ら

出

席

し

た

ラ

ジ

ブ

・

ガ

ン

ジ

ー

首

相

は

‘

終

了

ま

で

ま

た

‘

首

都

ニ

ュ

ー

デ

リ

ー

に

ま

で

広

が

っ

た

”
｛
ぷ
教
暴
動
“

の
最
中
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イ

ン

ド

で

は

毎

年

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

の

全

人

日

と

は

ぼ

同

数

が

新

た

に

生

い
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

の
経
済
成
長
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
、

特

に

そ

の

重

要

性

が

増

し

て

つ
重
要
な
問
題
で
す
。

特
に
イ
ン
ド
に
於
い
て
は
、

裔

率

の

人

口

増

加

が

国

人

口

問

題

は

イ

ン

ド

の

み

な

ら

ず

世

界

全

体

に

と

っ

て

極

め

て

厳

し

く

且

礎
を
築
き
、

回

国

連

人

口

賞

の

栄

誉

を

与

え

ら

れ

ま

し

た

。

そ

し

て

イ

ン

ド

の

人

口

増

加

を

抑

え

た

功

積

に

対

し

て

、

第

イ
ン
デ
ィ
ラ
・
ガ
ン
ジ
ー
首
相
は
‘

我

が

国

の

人

口

抑

制

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

甚

ン

デ

ィ

ラ

・

ガ

ン

ジ

ー

首

相

に

よ

り

開

会

宜

言

さ

れ

ま

し

た

。

四
年
前
に
、

こ
の
同
じ
ホ
ー
ル
で
今
回
と
同
様
な
会
議
が
、

ラジブ・ガンジ一肖相

開 会 の 辞

今

は

亡

き

イ

主催者を代表して人口政策に対する所信

を述べるラジプ・ガンジー首相。
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し

か

し

こ

れ

は

長

期

的

な

計

画

で

長

い

時

間

が

か

か

り

ま

す

。

そ

こ

で

我

々

育

こ

そ

が

あ

ら

ゆ

る

家

族

計

画

の

基

礎

に

な

ら

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

ま
せ
ん
。

教

育

に

つ

い

て

も

大

ぎ

な

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

実

施

し

て

い

ま

す

。

教

る
の
で
す
。

そ

し

て

我

々

は

今

こ

そ

、

そ

こ

に

力

を

傾

注

し

な

け

れ

ば

な

り

し

て

婦

人

が

社

会

で

平

等

の

権

利

を

持

ち

は

じ

め

た

時

に

は

じ

め

て

得

ら

れ

を
納
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
真
の
成
功
は
、

教

育

そ

族

計

画

に

大

き

な

ス

テ

ッ

プ

を

踏

み

出

し

ま

し

た

が

て

の

側

面

を

と

り

入

れ

る

こ

と

が

で

き

る

か

検

討

し

て

い

ま

す

。

直

接

的

家

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今

H
我

々

は

こ

の

問

題

に

ど

う

し

た

ら

全

べ
き
で
あ
り
国
の
発
展
、

人

々

の

生

活

の

向

上

に

伴

っ

て

人

口

も

対

応

し

て

こ

れ

は

単

に

家

族

計

画

の

問

題

で

は

な

く

、

異
っ
て
い
ま
す
。

我

が

国

と

は

逆

の

問

題

を

抱

え

る

国

も

多

数

あ

り

ま

す

。

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

純

再

生

産

率

直

面

す

る

真

の

チ

ャ

レ

ン

ジ

よ

り

も

一

歩

先

ん

ず

る

こ

と

が

で

苔

た

の

で

す

。

イ

ン

ド

の

大

苔

な

誇

り

で

あ

り

ま

す

。

家

族

計

画

・

人

口

抑

制

を

家

族

計

画

の

単

な

る

無

味

乾

燥

な

過

程

と

し

て

み

て

は

な

ら

ず

我

々

の

社

会

の

発

展

の

あ

ら

ゆ

る

面

と

結

び

つ

け

て

と

ら

え

人
口
抑
制
（
管
理
）

こ
う
し
て
初
め
て
、

杜

会

計

画

の

問

題

と

し

て

み

る

あ

る

程

度

ま

で

成

功

社
会
改
革
の
場
、

の

問

題

は

国

に

よ

り

様

々

に

主

的

に

達

成

で

苔

た

こ

と

は

そ

し

て

こ

れ

を

一

切

強

制

的

手

段

を

用

い

ず

に

、

民

主

的

な

環

境

の

中

で

自

さ

せ

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

じ

々

ょ

1

ー

幸

い

な

こ

と

に

、

我

々

は

人

口

の

増

加

よ

り

も

早

い

率

で

G

N

P
を

増

加

し
ま
い
た
い
と
考
え
ま
す
。

i

」

「

一

を
達
成
し
、

こ

の

問

題

を

十

分

に

支

配

下

に

お

さ

め

て

今

後

の

目

標

と

し

て

は

、

今

世

紀

末

に

向

け

て

出

生

率

を

さ

ら

に

減

少

し

生

率

も

か

な

り

下

が

り

二
％
以
下
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

の

プ

ロ

グ

ラ

ム

は

か

な

り

の

成

功

を

納

め

て

い

ま

す

。

長

期

間

か

か

っ

て

出

れ

こ

そ

我

が

国

が

直

面

す

る

挑

戦

で

あ

り

ま

す

。

そ

う

し

た

中

で

も

我

が

国

ま
れ
て
い
ま
す
。

毎

分

四

十

四

人

の

ベ

ビ

ー

が

生

ま

れ

て

い

る

の

で

す

。

こ
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の
分
野
で
ユ
ニ
オ
ン

ミ

ュ

ナ

イ

ゼ

ー

シ

ョ

ン

れ
て
い
ま
す
。

（
免
疫
）

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

と

り

あ

げ

一
九
九
十
年

ヘ
ル
ス

（

健

康

）

省

が

イ

ン

デ

ラ

・

ガ

ン

ジ

ー

の

イ

も

う

ひ

と

つ

免

疫

が

重

要

な

要

素

と

な

っ

て

ぎ

ま

し

た

。

こ

乳

児

死

亡

率

は

大

輻

に

低

落

し

こ

れ

は

人

口

の

平

均

年

齢

に

も

あ

ら

わ

と
か
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

に
ま
で
人
々
を
派
遣
で
き
ず
に
い
ま
す
。

こ

れ

は

深

刻

な

問

題

で

、

ぜ

ひ

何

市

部

に

ば

か

り

健

康

管

理

サ

ー

ビ

ス

が

集

中

さ

れ

て

お

り

な

か

な

か

村

落

部

農

村

部

に

も

将

及

さ

れ

な

く

て

は

な

り

ま

せ

ん

。

し

か

し

な

が

ら

現

実

は

都

妊

娠

中

、

出

産

時

、

出

産

後

の

健

康

管

理

も

同

じ

よ

う

に

重

要

で

あ

り

そ

の

効

果

が

人

口

統

計

数

字

と

増

加

率

に

反

映

さ

れ

る

こ

と

を

顔

っ

て

い

ま

人

が

正

し

い

教

育

を

受

け

ら

れ

る

よ

う

に

努

力

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

他

に

成

人

教

育

も

重

視

し

て

促

進

し

て

い

こ

う

と

考

え

て

い

ま

す

。

将

来

に

は

っ

き

り

し

た

成

果

を

挙

げ

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。

そ

の

た

め

に

、

今

後

と

も

こ

の

分

野

で

の

措

僅

を

強

化

・

拡

充

し

て

、

近

い

ン

ド

社

会

に

於

い

て

、

せ

ひ

婦

人

の

地

位

を

向

上

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

ど

ん

な

家

族

計

画

に

と

っ

て

も

、

婦

人

の

福

祉

が

極

め

て

重

要

で

す

。

イ

さ

ら

に

‘

上

は

大

学

か

ら

下

は

小

学

校

ま

で

教

育

の

あ

ら

ゆ

る

レ

ベ

ル

で

婦

す
。

の

番

組

を

制

作

し

、

好

評

を

博

し

て

い

ま

す

。

今

後

と

も

こ

の

傾

向

が

続

苔

努
力
は
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

ド

ア

ダ

ー

シ

ャ

ン

(
D
o
o
r
d
a
r
s
h
a
n
)
 
が

ビ

か

家

族

計

画

教

育

の

基

盤

と

な

る

必

要

が

あ

り

ま

す

。

既

に

こ

の

面

で

の

今

後

は

こ

の

テ

レ

承

な

ら

ひ

に

近

代

的

な

媒

体

方

法

を

使

っ

て

人

々

に

メ

ッ

セ

ー

ジ

を

伝

え

る

こ
と
で
す
。

ま

し

た

。

テ

レ

ビ

シ

ス

テ

ム

は

八

十

の

ト

ラ

ン

ス

ミ

ッ

タ

ー

を

備

え

て

、

め

て

広

範

囲

の

放

送

網

を

持

つ

よ

う

に

な

り

ま

し

た

が

、

そ
の
た
め
に
テ
レ
ビ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
充
し
、

は

他

の

方

法

の

利

用

も

検

討

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

極

そ

の

結

果

現

在

で

は

旧

民

の

大

半

に

サ

ー

ビ

ス

を

提

供

す

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

な

り

例

え

ば

、

民

間

伝
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題
を
解
決
し
て
く
れ
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。

我

々

す

べ

て

が

抱

え

て

い

る

こ

の

問

次
元
に
お
と
し
め
た
り
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
国
を
挙
げ
て
の

そ

こ

れ

を

政

治

的

闘

い

に

巻

答

込

ん

だ

り

偏

狭

的

な

題
で
意
見
を
統
一
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

即

ち

人

口

を

減

題
で
あ
る
と
同
時
に
政
治
的
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。

我

々

は

政

治

が

人

口

問

一
党
に
会
さ
れ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

こ

の

問

題

は

、

社

会

問

牛
活
水
県
の
向
上
、

今

日

こ

こ

に

イ

ン

ド

の

全

地

域

か

ら

広

範

囲

の

人

々

を

代

表

す

る

議

貝

が

少
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

し
て
枇
界
の
チ
ャ
レ
ン
ヂ
な
の
で
す
。

ま
す
。

そ
れ
こ
そ
が
今
日
立
法
府
議
貝
の
直
面
す
る
挑
戦
な
の
で
す
。

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

さ

れ

、

均

衡

を

保

っ

て

い

る

よ

う

に

努

力

す

る

責

任

が

あ

り

き
な
社
会
的
緊
張
が
感
ぜ
ら
れ
ま
す
。

我
々
は
、

世

界

中

ど

こ

で

も

人

口

が

で

い

る

現

在

、

平

和

か

つ

先

進

的

な

世

界

創

り

を

目

指

す

我

々

に

と

っ

て

大

て
大
巻
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
り
ま
す
。

発

展

途

上

国

の

G

N

P
が
伸
び
悩
ん

表
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
全
但
界
に
と
っ

の

助

け

と

な

っ

て

く

れ

る

よ

う

に

願

っ

て

お

り

、

統

計

に

そ

の

直

接

効

果

が

た
い
へ
ん
に
艇
ば
し
い
こ
と
で
す
。

特

に

我

々

は

こ

の

プ

ロ

グ

ラ

ム

が

女

性

教

育

の

向

上

が

早

い

速

度

で

進

展

し

て

い

る

こ

と

は

時

に

出

て

く

る

の

で

す

か

最

近

こ

こ

の

部

分

で

も

経

済

活

動

の

活

発

化

本

当

の

意

味

で

の

「
違
い
」

は

、

農

村

部

で

経

済

的

に

大

変

化

が

訪

れ

た

な
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
で
し
ょ
う
。

喜
し
い
こ
と
で
す
。

,"1 

今

後

こ

れ

が

人

口

抑

制

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

中

で

再

び

大

き

ま
で
に
全
て
の
児
童
に
適
用
さ
せ
よ
う
と
働
い
て
い
る
こ
と
は
‘

た
い
へ
ん
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し
て
か
ら
大
学
ま
で
無
料
で
、
教
育
を
受
け
る
機
会
は
均
等
に
開
か
れ
て
い

ま
た
社
会
福
祉
に
お
い
て
も
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

教
育
は
六
オ
で
就
学

ほ
ど
心
配
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ゾ
ー
ン
ヘ
の
移
住
が
め
だ
つ
。

従
っ
て
人
口
分
布
に
も
他
の
ア
ジ
ア
の
国
々

ハ
ウ
エ
リ
川
灌
漑
計
画
の
進
行
に
と
も
な
っ
て
農
村
の
加
剰
人
口
の
ド
ラ
イ

の
よ
う
な
都
市
の
超
過
密
化
や
農
村
の
激
し
い
過
疎
化
な
ど
の
問
題
は
そ
れ

の
開
拓
移
住
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
て
、

と
り
わ
け
ス
リ
ラ
ン
カ
最
大
の
川
マ

集
中
し
て
い
る
の
は
否
め
な
い
が

一
方
早
く
か
ら
東
部
ド
ラ
イ
ゾ
ー
ン
ヘ

0
万
に
近
い
人
口
を
抱
る
の
を
は
じ
め
と
し
て
主
要
都
市
数
ヶ
所
に
人
口
が

減
少
の
方
向
に
む
い
て
い
る
の
は
数
少
な
い
。

ま
た
首
都
コ
ロ
ン
ボ
が
一
七

向
に
あ
る
。

途
上
国
で
こ
の
よ
う
に
早
く
も
五
十
年
代
か
ら
人
口
増
加
率
が

に
は
ニ
・
七
％

一
九
六
三
ー

一
九
七
一
年
に
は

計
画
運
動
な
ど
の
成
果
が
徐
々
に
表
れ
は
じ
め
て
一

九
五
三

i
-
九
六
三
年

ニ
・
三
％
と
減
少
の
傾

八
年
間
は
ど
は
年
平
均
ニ
・
八
％
と
上
昇
す
る
。

ヽ

し
か
し

そ
の
後
の
家
族

に
は
年
平
均
約

0
•

九
％
で
あ
っ
た
も
の
が

一
九
四
八
年
の
独
立
以
降
約

―
四
八
五
万
人
が
住
む

（
八
十
一
年
三
月
）

゜
人
口
増
加
率
は
十
八
世
紀
末

ま
ず
人
口
問
題
に
関
し
て
は
、
北
海
道
よ
り
や
や
小
さ
い
こ
の
島
に
は
約

な
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ご
充
展
」

と
い
う
視
点
か
ら
み
れ
ば
成
功
し
た

成
功
し
つ
つ
あ
る
例
と
み

な
っ
た
状
況
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

一
般
的
な

「
開
発
」

あ
る
い
は

ス
リ
ラ
ン
カ
は
他
の
ア
ジ
ア
の
発
展
途
上
に
あ
る
国
々
と
較
べ
て
や
や
異
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な

出

発

点

で

あ

る

と

同

時

に

重

要

な

最

終

目

標

で

も

あ

る

麗

人

」

＇ー

の
啓
発

こ
し
て
も

こ
れ
ら
が
真
に
人
々
の
要
求
を
満
た
し
、

で
あ
り
、

そ

の

福

祉

政

策

や

人

口

問

題

が

し

か

る

べ

き

成

果

を

あ

げ

て

い

る

け
と
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

ス

リ

ラ

ン

カ

が

ア

ジ

ア

で

も

占

い

民

主

主

義

の

国

と

い

う

紅

欲

や

気

力

が

薄

く

と

い

う

か

た

ち

で

上

部

の

人

そ

れ

は

、

農

村

の

人

々

の

あ

い

だ

に

自

分

逹

の

手

で

開

発

を

推

し

進

め

る

そ
の
後
の
数
度
の
滞
在
で
も
そ
の
思
い
は
深
ま
っ
て
い
る
。

ク
で る゚

は
解
決
の
つ
か
な
い
‘

非

常

に

難

し

い

問

題

が

隠

さ

れ

て

い

る

よ

う

に

思

え

力

は

ア

ジ

ア

の

な

か

で

も

最

も

古

い

民

主

主

義

の

国

の

(
S
r
i
 L
a
n
k
a
 National 
P
a
r
t
y
)
 

が

強

固

な

社

会

主

義

路

線

を

と

っ

て

お

り

、

福

祉

(
U
n
i
t
e
d
 N
a
t
i
o
n
a
l
 
P
a
r
t
y
)
 
で
あ
る
が

以

前

は

長

年

s
.
L
.
F
.
p

ス
リ
ラ
ン
カ
の
特
徴
で
あ
る
。

現
政
権
は
資
本
主
義
よ
り
の

U
.
N
.
p

の
大
ぎ
な
助
け
と
な
っ
て
い
る
。

-
J
L
四

0
年
代
か
ら
も
う
は
じ
ま
っ
て
い
て
、

現

在

で

も

村

の

貧

し

い

人

々

国

共

通

テ

ス

ト

に

よ

っ

て

大

学

入

学

が

き

ま

り

毎

年

四

千

人

は

ど

の

学

生

が

大
学
へ
進
学
す
る
。

こ

の

は

か

医

療

費

を

政

府

が

負

担

す

る

健

康

サ

ー

ヴ

ィ

ス

や

一

定

所

得

額

以

下

の

人

々

へ

の

米

な

ど

の

基

本

食

料

品

の

無

料

支

給

な

ど

が

独

立

以

前

の

一
方
こ
う
し
た
成
果
が
多
党
政
治
体
制
の
も
と
で
お
こ
な
わ
れ
た
の
も
、

の
充
実
や
人
口
抑
制
も
こ
の
政
権
下
で
特
に
重
点
を
お
か
れ
た
政
策
で
あ
る
。

こ

の

は

か

の

い

く

つ

か

の

小

党

と

と

も

に

政

党

議

会

政

治

を

行

う

ス

リ

ラ

ン

つ
で
あ
る
。

と

こ

ろ

が

い

ま

こ

う

し

た

表

面

的

な

成

功

の

下

に

は

こ

の

よ

う

な

こ

と

で

そ

れ

は

私

が

ス

リ

ラ

ン

カ

の

股

村

に

文

化

人

類

学

の

フ

ィ

ー

ル

ド

ワ

ー

一
年
間
滞
在
し
て
い
た
期
間
に
特
に
印
象
深
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
し
、

「
開
発
計
画
」

た

ち

が

考

え

る

理

想

に

む

け

て

つ

く

っ

た

も

の

を

た

だ

そ

の

ま

ま

農

民

が

受

開

発

の

最

も

基

本

的

っ
て
い
る
。

全

島

に

わ

た

っ

て

人

々

の

教

育

熱

は

近

年

と

み

に

高

ま

る
。

現
在
で
は
初
等
の
九
年
間
の
児
童
の
就
学
率
は
か
な
り
高
い
。

ま
た
全
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政

府

は

土

地

は

安

く

く

れ

た

が

そ

の

あ

と

何

も

し

て

く

れ

な

い

と

い

う

。

そ
の
後
の
政
府
か
ら
の
作
付
指
導
も
な
い
。

加

井
戸
も
堀
っ
て
は
く
れ
な
い
。

い
て
、
そ
の
う
え
水
が
充
分
で
な
い
。

ゴ

ム

に

は

不

向

苔

な

地

質

ら

し

い

が

理
由
か
わ
か
っ
て
き
た
。

入

植

者

に

よ

る

と

ま

ず

決

定

的

に

土

地

が

や

せ

て

め
だ
ち
さ
び
れ
た
感
じ
が
し
た
。

家

々

を

訪

れ

て

話

を

聞

く

に

つ

れ

て

そ

の

る

と

枯

れ

そ

う

な

若

木

が

ま

ば

ら

に

は

え

て

い

る

だ

け

で

、

荒

れ

た

土

地

が

た
ち
が
耕
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

村

を

歩

い

て

い

て

も

そ

の

地

区

に

は

い

な

町

へ

出

稼

ぎ

に

行

っ

て

い

て

、

家

の

ま

わ

り

の

わ

ず

か

な

畑

を

残

っ

た

妻

認
め
ら
れ
た
。

募
が
殺
到
し
た
。

結

局

‘

面

接

や

抽

せ

ん

や

賄

賂

で

一

0
数

家

族

の

入

植

が

る

と

い

う

た

い

へ

ん

に

恵

ま

れ

た

条

件

の

た

め

に

遠

く

の

村

々

か

ら

も

応

は

い

る

好

条

件

に

加

え

家

を

つ

く

る

レ

ン

ガ

や

農

具

ゴ あ
っ
た
。

非
常
に
安
い
値
で
、

し

か

も

無

利

子

の

分

割

払

い

で

土

地

が

手

に

の

茄

地

で

あ

っ

た

の

が

i
O
年

は

ど

前

に

国

か

ら

突

然

入

植

者

の

募

集

が

未

使

用

0

0
人
は
ど
の
ほ
と
ん
ど
が
農
民
で
あ
る
。

こ

の

村

の

北

東

部

の

高

台

に

約

れ

て

い

た

な

だ

ら

か

な

丘

と

が

入

り

組

ん

だ

地

形

を

し

て

い

た

。

丘

陵

部

に

移

る

そ

の

ち

ょ

う

ど

中

間

に

あ

り

水

田

と

ゴ

ム

な

ど

が

植

え

ら

は

ス

リ

ラ

ン

カ

も

他

の

ア

ジ

ア

の

国

々

と

か

わ

り

な

い

だ

け

で

は

な

く

ス

リ

ラ

ン

カ

の

特

殊

な

事

情

か

ら

む

し

ろ

他

の

国

々

以

上

に

深

刻

な

問

題

と

な

っ

た

と

え

ば

私

が

調

査

し

て

い

た

シ

ン

ハ

ラ

人

の

村

で

こ

ん

な

話

が

あ

っ

た

。

ス

リ

ラ

ン

カ

南

部

の

そ

の

村

は

海

岸

か

ら

続

く

低

地

水

田

地

帯

か

ら

徐

々

に

人

口

二

五

十

五

ア

ー

ル

は

ど

国

有

地

が

あ

り

こ

れ

ま

で

誰

れ

も

住

ん

で

い

ず

、

ま

た

そ

こ

へ

植

え

る

ム

の

苗

木

を

無

料

で

与

え

る

は

か

に

月

に

少

し

だ

が

援

助

金

が

支

給

さ

れ

と

こ

ろ

が

現

在

残

っ

て

い

る

の

は

わ

ず

か

に

四

家

族

で

し

か

も

戸

主

は

み

て
い
る
よ
う
だ
。

自

発

的

な

意

志

に

よ

る

展

開

で

あ

る

か

は

疑

問

で

あ

る

。

こ

の

点

に

お

い

て

を

う

な

が

し

、

人

々

の

価

値

観

や

文

化

、

伝

統

に

あ

っ

た

‘

し

か

も

人

々

の
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な
く
続
け
て
苔
た
。

大

衆

層

に

と

っ

て

は

こ

の

エ

従

う

の

み

で

シ

ン

ハ

ラ

語

を

話

し

化

に

し

て

い

っ

た

の

に

対

し

て

、

大

衆

層

は

支

配

者

が

誰

れ

で

あ

れ

そ

れ

に

商

に

お

い

て

政

府

と

密

接

な

関

係

の

な

か

で

生

ま

れ

た

エ

リ

ー

ト

層

と

人

口

の

八

割

以

上

を

占

め

る

農

民

か

ら

な

る

常

に

被

支

配

側

で

あ

っ

た

大

衆

層

で

と

い

っ

た

ふ

う

に

あ

ら

ゆ

る

し

か

た

で

白

人

の

様

式

を

ま

ね

て

自

分

逹

の

文

蔑

村

の

伝

統

的

な

生

活

を

変

わ

る

こ

と

一
九
四
八
年
の
独
立
も
‘

ト

層

は

西

欧

風

の

価

値

観

を

も

っ

て

い

て

、

都

会

に

住

み

英

語

だ

け

を

話

す

あ
る
。

こ

の

層

は

社

会

的

だ

け

で

な

く

文

化

的

に

も

全

く

異

な

る

。

エ
リ
ー

の

英

国

統

治

時

代

に

決

定

的

に

な

っ

た

。

そ

れ

は

植

民

地

政

府

の

行

政

や

通

ス

リ

ラ

ン

カ

社

会

は

二

つ

の

全

く

異

な

っ

た

層

を

持

つ

よ

う

に

な

り

、

最
後

っ

て

植

民

地

支

配

を

受

け

て

き

た

が

こ

の

長

い

植

民

地

支

配

の

あ

い

だ

に

十

六

世

紀

か

ら

ポ

ル

ト

ガ

ル

イ

ギ

リ

ス

と

三

世

紀

半

に

わ

た

理

解

で

き

な

い

ス

リ

ラ

ン

カ

の

深

い

歴

史

的

背

景

が

あ

る

。

ス
リ
ラ
ン
カ
は

政
体
制
」

と

い

う

[

般

的

に

す

ぐ

想

像

さ

れ

る

よ

う

な

対

立

図

式

だ

け

で
r

は

オ
ラ
ン
ダ
、

こ

こ

で

示

さ

れ

る

の

は

「
勤
労
意
欲
の
な
い
農
民
」

と

「
一
方
的
な
行

よ

な

く

~
 

•• 

あ

る

い

は

伝

統

的

な

村

の

な

か

で

さ

え

ま

け

も

の

で

あ

る

こ

と

の

み

を

非

難

す

る

。

こ

う

し

た

例

は

こ

の

村

だ

け

で な

で

、

ど

の

家

も

母

と

二

人

の

子

し

か

い

な

い

の

が

印

象

的

だ

っ

た

。

し

か

し

だ
け
で
あ
っ
た
。

入

植

時

に

子

供

は

二

人

ま

で

と

制

限

さ

れ

た

と

い

う

こ

と

す

く

相

談

す

る

僧

侶

も

い

な

い

と

い

う

精

神

的

な

不

安

も

強

く

あ

っ

た

よ

う

く

あ

て

の

な

い

こ

こ

に

残

っ

た

人

々

も

無

気

力

な

疲

れ

た

表

情

を

浮

か

べ

る

一

方

で

は

役

人

は

入

植

者

が

少

し

も

自

分

達

で

努

力

し

よ

う

と

は

せ

ず

、

他
の
多
く
の
開
拓
地
や
、

み
ら
れ
た
。

Jゞ

0
 

t
 
結

局

‘

は

と

ん

ど

の

家

が

ま

た

別

の

新

し

い

土

地

へ

散

っ

て

行

き

、

行

い

り

に

行

け

な

い

し

、

ま

た

こ

の

新

し

い

村

の

寺

へ

は

行

ぎ

づ

ら

く

心
や

ま

た

、

自

分

た

ち

が

こ

れ

ま

で

行

っ

て

い

た

代

々

の

寺

院

は

遠

す

ぎ

て

お

ま

え
て
、

寄

せ

集

め

の

入

植

者

た

ち

の

あ

い

だ

に

は

リ

ー

ダ

ー

も

う

ま

れ

ず

、
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注

目

し

た

い

こ

と

は

こ

の

運

動

の

精

神

的

支

柱

が

古

い

て

個

人

の

覚

醒

が

し

い

て

は

共

同

体

、

国

家

、

世

界

の

覚

醒

に

広

が

る

こ

育

‘

農

業

、

地

域

産

業

な

ど

独

自

の

プ

ロ

グ

ラ

ム

に

よ

る

開

発

を

め

ざ

し

て

労

働

奉

仕

を

通

じ

て

村

落

レ

ベ

ル

の

組

織

造

り

を

図

る

。

教

゜

い
る

ま

ず

何

よ

り

も

こ

の

運

動

は

人

々

の

党

醒

と

自

立

を

う

な

が

し

、

要 ス
リ

一
九
五
八
年
か

に
よ
る
非
政
治
的
な
社
会
運
動
が
あ
る
。

サ

ル

ボ

ダ

ヤ

と

は

仏

陀

の

教

え

の

「
開
発
」

以
前
の
問
題
で
あ
る
。

し

な

っ

て

し

ま

い

は
と
ん
ど
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
の
体
質
は

わ

た

っ

て

「
受
け
と
る
」

こ

と

が

慣

習

化

さ

れ

い

て

、

そ

こ

に

は

自

ら

の

生

渡
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

そ

し

て

大

衆

層

で

あ

る

農

民

は

何

世

紀

に

も

ぅ
理
想
に
む
け
て

エ

リ

ー

ト

層

が

考

え

る

に

一

方

的

に

手

リ

ー

ト

層

が

こ

れ

ま

で

の

英

国

人

の

役

割

を

か

わ

っ

て

担

っ

た

に

す

ぎ

ず

、

そ

の

後

シ

ン

ハ

ラ

伝

統

主

義

や

仏

教

復

興

運

動

が

国

全

体

を

包

ん

だ

と

巻

も

、

こ

の

エ

リ

ー

ト

層

が

指

導

し

大

衆

が

地

方

で

受

身

と

な

る

図

式

は

か

わ

ら

ず

、

か

え

っ

て

エ

リ

ー

ト

か

統

治

に

ま

わ

る

と

い

う

こ

と

で

国

家

的

な

正

当

性

を

お

ぴ

た

た

め

に

植

民

地

時

代

よ

り

も

い

っ

そ

う

は

っ

き

り

と

分

離

が

進

ん

だ

。

に

あ

る

と

こ

ろ

に

変

え

よ

う

に

も

簡

単

に

か

え

ら

れ

な

い

従

っ

て

ス

リ

ラ

ン

カ

の

開

発

計

画

や

福

祉

政

策

は

常

に

エ

リ

ー

ト

屑

が

追

活

を

自

ら

の

価

値

観

に

従

っ

て

充

実

さ

せ

よ

う

と

す

る

自

発

的

な

意

欲

は

う

こ

う

し

た

状

況

の

な

か

で

現

在

焙

実

な

成

果

を

あ

げ

て

い

る

サ

ル

ボ

ダ

ヤ

運

動

と

い

う

仏

教

思

想

に

基

づ

い

た

人

々

の

自

立

の

た

め

の

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

ひ

と

つ

で

あ

る

「
す
べ
て
の
も
の
の
覚
醒
」

と
を
理
想
と
す
る
。

「
村
の
人
々
」

を
意
味
す
る
。

ら
始
ま
っ
た
こ
の
運
動
は
現
在
ニ
ー
一
―

:
o
o万
人
の
参
加
者
を
も
ち
、

ラ

ン

カ

全

土

に

村

づ

く

り

の

訓

練

所

や

サ

ル

ボ

ダ

ヤ

協

議

会

か

開

設

さ

れ

て

請
か
あ
る
と
訓
練
貝
を
村
に
送
り
、
、
人
々
の
手
に
よ
る
ワ
ー
ク
・
キ
ャ
ン
プ
、

そ
し
て
保
健
‘

む
ず
か
し
さ
が
あ
る
。

て
苔
た

「
文
化
」

こ

の

二

つ

の

層

の

決

定

的

な

違

い

が

「
制
度
」

で

は

な

く

長

い

間

に

培

わ

れ
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「
発
展
」

「
開
発
」

の
概
念
と
は
異
質
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た

る
。
と
で
あ
る
な
ら
、

宗

教

と

牛

活

が

密

接

に

結

び

つ

い

た

ア

ジ

ア

諸

国

の

開

発

が

西

欧

的

な

が

も

た

ら

し

た

物

質

的

充

足

の

は

て

に

精

神

的

な

飢

え

に

気

づ

ぎ

は

じ

め

た

西

欧

諸

国

に

に

わ

か

に

宗

教

へ

の

関

心

が

高

ま

っ

て

い

る

こ

と

を

そ

の

幸

福

と

は

何

か

が

最

も

根

本

的

な

問

題

と

な

っ

て

く

ご
発
展
」

「
開
発
」

と

い

う

こ

と

が

人

々

の

幸

福

を

よ

り

増

し

て

ゆ

く

こ

仏

教

の

伝

統

精

神

に

結

び

つ

巻

な

が

ら

な

お

か

つ

他

の

宗

教

る

こ

の

サ

ル

ポ

ダ

ヤ

運

動

が

強

い

大

衆

の

自

立

へ

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

を

も

っ

て

う
め
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。

大

苔

な

民

族

・

宗

教

と

く

に

激

し

さ

を

増

し

て

い

る

シ

ン

ハ

ラ

人

と

タ

ミ

ー

ル

人

の

対

立

問

題

な

も

め

ざ

す

サ

ル

ボ

ダ

ヤ

運

動

も

こ

の

問

題

を

さ

け

て

と

お

る

こ

と

は

で

ぎ

ず

、

他

の

民

族

を

め
ざ
め
さ
せ
る
と
い
う
非
常
に
難
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。

ど
で
常
に
緊
張
を
は
ら
ん
で
い
る
。

個

人

の

覚

醒

と

同

時

に

国

家

の

覚

醒

を

徒
な
ど
か
ら
な
る
多
民
族
、
多
宗
教
、

多

言

語

の

複

合

国

家

で

あ

り

、

最

近

か

に

ヒ

ン

ズ

ー

教

タ

ミ

ル

人

や

イ

ス

ラ

ム

教

ム

ー

ア

人

、

ま

た

キ

リ

ス

ト

教

問
題
が
あ
る
。

ス

リ

ラ

ン

カ

は

多

数

民

族

で

あ

る

仏

教

徒

シ

ン

ハ

ラ

人

の

は

し
か
し

ス

リ

ラ

ン

カ

に

は

階

層

問

題

に

加

え

て

く

の

賛

同

を

得

て

い

て

エ

リ

ー

ト

層

と

大

衆

層

の

み

ぞ

を

仏

教

精

神

に

よ

守
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

同

じ

仏

教

徒

で

あ

る

エ

リ

ー

ト

層

か

ら

も

多

う
な
極
端
な
土
消
文
化
主
義
、

反
エ
リ
ー
ト
主
義
、

反

体

制

と

は

一
線
を

こ

の

運

動

が

い

わ

ゆ

る

他

の

途

上

国

に

み

ら

れ

る

よ

精
神
的
自
立
を
確
立
さ
せ
る
。

そ

こ

で

は

た

す

仏

教

僧

の

役

割

も

と

て

も

重

ま

た

い

っ

ぼ

う

で

は

人

々

の

伝

統

的

な

宗

あ
る
こ
と
だ
。

基
盤
と
な
る
価
値
体
系
を
与
え
‘

教

へ

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

を

運

動

が

引

き

だ

し

て

村

の

人

々

の

経

済

的

あ

る

い

は

要
で
大
き
な
も
の
だ
。

画

し

て

い

る

の

は

非

暴

力

と

お

だ

や

か

な

平

等

主

義

の

仏

教

精

神

の

伝

統

を

ダ
ル
マ

（
仏
法
）

が

サ

ル

ボ

ダ

ヤ

運

動

を

正

当

化

し

運

動

の

く

か

ら

人

々

の

生

活

の

す

み

ず

み

に

侵

透

し

て

い

る

テ

ー

ラ

ワ

ー

ダ

仏

教

に
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に
む
け
た
複
眼
的
な
視
座
が

強
く
望
ま
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

統
計
に
表
れ
る
結
果
と
は
別
の
次
元
の
問
題
を
な
が
め
る
た
め
に
は

「
開
発
」

う
村
レ
ベ
ル
の
生
活
に
し
が
み
つ
く
農
民
層
の
格
差
は
広
が
る
一
方
で
あ
る
。

れ
る
。

加
え
て
増
々
国
際
的
に
活
躍
の
場
を
広
め
る
エ
リ
ー
ト
層
と
い
っ
そ

自
立
を
め
ざ
す
運
動
は
、
複
合
国
家
内
の
異
な
る
民
族
間
の
対
立
に
は
ば
ま

の
意
欲
を
喪
わ
せ
る
原
因
に
も
な
り
、

ま
た
逆
に
精
神
的
伝
統
を
強
調
し
て

行
政
の
受
け
身
の
農
民
と
い
う
構
図
の
下
地
が
あ
る
だ
け
に
か
え
っ
て
個
人

た
開
発
計
画
は
長
い
間
の
植
民
地
行
政
の
幣
害
で
あ
る
。

政
府
の

一
方
的
な

こ
う
に
解
決
に
は
な
ら
な
い
。

ス
リ
ラ
ン
カ
の
場
合
の
よ
う
に
配
慮
を
欠
い

の
伝
統
文
化
や
精
神
世
界
を
強
調
す
る
と
い
う
単
純
な
方
法
だ
け
で
は
い
っ

し
か
し
、
そ
の
さ
い
に
、
単
に
西
欧
的
価
値
観
に
対
し
て
、
ア
ジ
ア
の
国
々

考
え
れ
ば
、

開
発
そ
の
も
の
に
大
ぎ
な
疑
問
を
投
げ
か
け
ざ
る
を
え
な
い
。
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J> 
6 6 6 5 5 5 5 4 4 3 -u 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月
15 6 3 21 16 15 I 11 18 8 29 

゜日 日 日 日 日 日 14 日 日 日 日 :a,. 
日

m゚ 
任的 → 安任的 ゴア ン 人本本イ ゲへ

一 リ
佐杏昭会い中人 霊

理能留藤理能留ルク 日協協でス於第 ン 藤間和学て国ロ

事力学博事力学ビ I I 会会は 卜 ニニス隆協六術懇 ‘と

゜開生文 ゜開生ハルそ製理 ヽ ス ユ回ホ副議 0 委談 タ開
発の U 発のレ ‘の作事ク ピ I 人テ理を年貝 ゜ィ 発

に学 N に学事優軌ス会 I) l テロ ル事開度 ° 黒調研

即習 F 即習務秀跡ラ開ア 力 リ と ゜長催 日 田奔究
し と p し と 局賞 I イ 催 ン l l 開 ヽ ゜本 俊報会

て生 A て生次 をし ド サ゚.__, __, 発 国黒政 夫告
L 
活総

L 
活長受が ゴ於 ツ ‘にに 連田府 理及

研条務 研条来賞 日 日 赤 ク船佐関 平俊委 事び

究件財 究件所 ゜本本坂前津藤す 和夫託 ‘昭

会に務 ノ云ヽ k → ゜ 産のプ大準隆る 賞理調 小和

開関部 開関 業農 リ 統二副イ を事査 林六

催す長 催す 教業ン領参理ン 受 ‘事 和〇

゜る 来 ゜る 平自 ‘ス と 与事 ド 賞川業 正年

主研所 主研 ス農ホ 懇が長議 ゜野に 理度

査究 ゜ 査究 ラ村テ談出＾貝 於重関 事調

J II 
I 

JII イ 開ル ゜席同会 赤任 し 他査
野 野 ド発 ゜ ‘会議 坂理

ヽ
本に

重人 重人 コ と 夕議 L プ事主 協つ

゜
?7-27 



6
月

19
日

6
月

18
日

ウ
ィ
ラ
ク
ー
ン

I
P
P
F
事
務
局
長
、

事
務
局
次
長
、

本
協
会
職
貝
と
懇
談
。

国

際

人

口

間

題

議

貝

懇

談

会

総

会

A
‘
 

（
方

ア

ル

ビ

ハ

レ

同

憲
政
記
念
館
）
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九 九 十九
七 七 七
四 四 十三

四 I 
四 +・ 

"" 

十 十
五 八

ヽ

""" し"' "'、

-, -, シ ァ
宜 食 衆国

゜ ゜
ア ジ

0 

゜
言 糧 衣 際 他 国 ‘ア

プ人要各八書 と 世参人 官花 阿佐岸会フ 人

を ロ 請国 月 署 人 界超口 庁村 部藤 議 イ ロ
と す政及名 ロ で党問 ‘仁 昭 信貝 リ 事
る 食 る府ぴ．． に 初派題 マ八 吾隆介 ピ情

｀ 糧五に ＋佐 関 の議議 ス郎
ヽ

ン視し一

＾ 
と 問項現ー藤 す 試員貝 コ

ヽ

山団 .__., 叙示

を 題 目 実 月 る みー懇

｀ 
w 崎長 団

要解か的の隆 宜 で一談 関 ~- コ屯 、~ 派

請決 ら 且世 言 あ）L 会 係 レ 男 ‘ 遣

し の成つ界 L 
る 名し 等 I ‘田 --

た為る 果人 ゜で設 ノゞ 加中 イ
宣

ヽ
゜敢口 国 発立 I 藤龍 ン

言国 な ＾連 足＾
ヽ

シ夫 ド
文連 諸食 於式 ° ム云、 J ズ

ヽ ヽ

゜ に 政糧 ・・ 血’‘ 長 夕 エ八 夕
lJ 策会 国 ．． ィ ‘田 イ
I を議 連 岸 デ 貞

ヽ

ダ 採に 本 イ 義 イ
I る 先 部 信 ン

ヽ
ン

シ よ JL •. ........ 
介 グ ド

ツ 7 ち
ヽ

ス ネ
｀ 

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
ll． 
開
発
協
会
発
足
並
び
に
事
業
経
過

-29-



占-, がヘ

九九 九 八九
七 七 七
三七 四 -l—• 四

！ 
九

-I—・九 十
I 八

八
ら`_, 十

,_, 

"""" "'-"'""'"'' ----一....,, 

ジ 中 I 第

゜
顛 国ル南 参 P 堂斉 ＝ 

を先 u大問吉安岸会 ‘米 加 u 森藤 回
結進 N 来団寺係 議ア家 国列 芳邦
成国 F 佐＾ 子信貝 メ 族 .. 国 夫吉 国
さ に p 武 I・ 宏藤介＾ リ 計 提 ゴ佐六議

ヽ
際---

せ も A 郎六 ヽ士口へ八 力 画 唱食藤＋会 柏元 人

る 、-・・ ‘名他 ‘団名 ‘視 ゜糧 五同 原厚 ロ
ベ途名花- 和長-力 察 と 隆力 盟 ヤ生 ＾ 云く 上 ‘村 田- ナ団 人代国会 ス大 議
‘国卓仁 耕

ヽ

ダ＾ ロ議 議 ‘臣
各に務八 作佐

, __ 
メ 問士 中-

国 も 局郎 ‘藤 キ 題 沢
ヽ

JL ・• ‘五 阿 シ L 伊八
法人名他 部隆 コ ラ 登田
府口 昭

ヽ ヽ

イ 子貞， -·'• 
議問 吾住 コ ス 於 義総於
員題

ヽ
ロ ．． 他 ‘勢・・

に議 福栄 ン ノゞ 東 佐 プ
呼員 岡作 ビ ン 藤四 力
ぴグ 義

ヽ
ア ク 五レ

かル 双豆
ヽ

構 隆 0 ス
け t 

ヽ
プ 想 京 ‘〇 卜

たプ ラ を 、-- 人-
゜

-30-



ヘ
＾ 

， 

九 十九 三九 十 JL
七 七 七 二七
九 十八 ニ八 七,. ． —+· 五/¥ 

I 
八

I -+・ ＝ 十 ニ・
I 

十 十
七 '. 
'a一., 十 ヽ

、-
'"" ""' '""" ------ ""' 

I I 人 人

El p B p ゜
。 参 口

゜ ゜
日 参 口

゜
本

゜ ゜
本

゜
予運 加 と 国議一本加 と

ゴ側 p 開測 p 算営 国 開 際貝 九側国 開

宜参 国 催参 国 委 '' 発 議へ七 ．． ．． 発

言加 際 国加 際 員 四 メ 米 列 員の七佐 日 先
L 者 ＾ 云 ‘者 ムヱ メ 十 キ

ヽ
国 会呼年藤

ヽ

進

の '. 議
゜
．． 議 ン 名 シ 英 I 国 議ぴ九 米 国

草佐 準 主佐 準 /',. . ヽ→ コ ‘ ム云 のか 月 隆
． 
会

案藤 備 催藤 備 I 
ヽ ‘加 第 議 開けの 、 央サ 議

作 委 機 委 国 日 プ ‘貝 催 ゜中和
ヽ

＾ 
成隆 貝 関隆 員 ‘本ラ 西 回 ＾ に 南田加 ロ
ヽ L云、 ヽ

ム云 ゜＾ジ独 I つ 米耕
ヽ
ン

0 他 ょ-,
。他

＾ 
参十ル 、国 p I,,' 視作西 ド

ム云、 第 議 第 加名‘イ 際 ゜ て ，ヽ，タ」Jも ‘独 ン

議 ：：：： 題 国-コ ンム云、 p 討 に 土＾
ヽ． ＾ ． 

‘ ロド 議-規 ＾回 etc 於回 議 引井五 ポ
r疋ら 於 -

ヽ '• 一., 0 ン 、準 東 ゜ 続た 力 ン．． 
ヽ ．． に チ 議 ピス 備 京 き カ、国 ‘ 

゜
メ つ ユ 事 アリ盆会 各子 '' ペ

B キ し、 ... .. 日~ ラ議 国 十 ）レ

程 シ て ジ 程 九 ン I 立
,. リノ‘

etc コ ア ヽ ヵ ヵ 法 名 ン
ヽ← ヽ 国

ヽ

府 、- .._, 

-31-



’’ ， ， 

九九 八 九
八 七

十

゜
二九

I 
十
I 

ノ‘

十九 九 I 八

ヽ

-~ 

'..  ,., " ''"' 
,., 

議 資 I 
日 夫多 源 Fl 参 p 

_,---―へ本 加
ヽ

森 本 加

゜開 EI 側 国 人 ロ え 人 側 国 p 

催本 .. ．． ロ ヽ
ン る ロ ．． ．． 国

を は 佐 ピ シ
ヽ

が ョ ． ，，ポ に 問柏岸総他六際し――

提 ォ 藤 ン ン 開 ー開 I の コ で到題原 勢 ‘十会
ヽ禾J·• フゞ ‘ガ 発 九 九か ロ 宣 ロ 開 つ議ヤ信 国 四議
心

ザ隆 イ ポ に 八 八 れ ツ 言 ン 催 た 貝 ス 介五連 力
合 I 

ヽ
ン I 関 た パに ポ ゜の グ ‘五 各国

意パ住 ド ）レ す 年 年 ゜
ヽ ょ 宜 でル 佐 0 機

を I ネ
ヽ
る 十 -1ヤ ア り 言 ｀ I 藤名 関取 と 栄 シ マヘア 二十 七 ジ ‘“ u プ ヽ

付 し 作ア レ 於セ 月 月 月 月 アー採 N ‘ 隆 I 
け て ‘ I ．． ァ の九択 F 結

ヽ p ,-、

た 参井五 シ ク ン ,,...._ ヤ プに 仏 中於 ケ 各 八 p 成 石 p ,-ヽ

° 加上 力 c• 1 > ァ 国 予 ネ ラ 於 ‘国 て -'. 大一 A 国 本 F 於

を 晋 国
ヽ
ラ 会 r疋ら ィ ジ て ス (I) ャ 陸年 に 等 ．． '. 

し 方-夕 ル議
,_, 
口 ）レ 卜 北 の で

ヽ
慟十 茂 ス

ヽ

イ ン 貝 に の ラ 凩,. ナ の ァ き 五
ヽ

リ
北

‘プ代 於 リ ス に イ 人 フ か 力 中 ラ凩， 
フ I 表 て オ プ於 ロ ロ 1) け 国 村 ン

会
イ ル者 デ I て ビ 会 力

ヽ
を 啓 力

議 1) ヽ¢云、 ジ ）レ に 議
ヽ コ 超 ヽ

＿ヽ，，一→
ヽ

-32-



． 
＾ 六九 九 九 九． 八 八 八 八
十一 '. 

゜九 ． 
＝ ＋ I 

＇ "" ． 
/' 

十 + 
ヽ

I """""'" '' 

第 人 佐 第人 日 人

日 夫多 -― ・-・ ロ ア 藤 夫多 ロ 佐 ロ
本 加回 と

゜
ド

゜
加回 と

゜
藤中 と

側 国運開 を地ーバ隆 政 国運開 開 打開
.. ．． 営発 任城九イ 代 治 ．． 営発 催隆合発

土佐他 日 委に 務 I 七ザ議 ヽ マ 日 委に 地 ‘会に

井藤 本貝関 と p 九 I 士 イ レ 本貝関 北井 関

た u ‘会す す

゜
年契 I デ I ‘会す

---'凩心 上 す

か隆 N 中 る る p 八約 オ シ 中 る ヘ晋 る
子

ヽ
F 国 ア ° ム云 月 締国 ロ ア 国 ア の方 ア

住 P
ヽ
ジ 議の結連 ギ

ヽ
ジ 正 ジ

他 A イ ア の
’’ 
開 I イ ア 式 ア

五栄 ン 国 開 コ 発 の ン 国 な 国

名作 ド L云、 催 口 計 問 ド ノ云‘ 可 会
ヽ ヽ

議 と ン 画 題
ヽ
議 ムIJヒb 議

ス 貝 そ ボ ヽ の ス 貝 性 貝
リ ＾ .L云ヽ の宣 u 除 1) 

r―` ム云 打 ＾Lヰ、
ラ 於議 フ 言 N 外 ラ於議

含P^? 

於 議
ン ．． オ“ D に ン ．． ．． 
ヵ 北 ロ に p っ ヵ 東 北

l 基 ヽ し、 ヽ

アつミ と て
凩『 9 ツ ＜ 

凩．． 凩,, 

ヽ プ
ヽ ヽ ヽ

-33-



(
+
•
二
十
七
ー
三
十
）

一
九
八

十

20 19 18 17 
ヽ
16 ヽ
15 
ヽ

14 
ヽ

阿

部

昭

山

口

敏

夫

柄

谷

道

和

田

耕

事

務

局

作
（
衆
・
民
社
）

（
参
・
民
社
）

（
衆
•
新
自
）

吾
（
衆
・
社
民
連
）

矢

追

秀

彦

（

川

本

敏

美

（

秘
書
数
名

同
時
通
訳
者

II 

柏

原

ヤ

ス

有

島

重

市
（
参
・
社
）

武
（
衆
•
公
）

（
参
•
公
）

13 
ヽ

片

山

甚

12 
ヽ

II 

11 

福

岡

義

登

＂ 

10 

土

井

た

か

子

＂ 

，
 
井

上

晋

方
（
衆
・
社
）

8
 

田

代

由

紀

男

II 

7
 

石

本

茂
（
参
•
自
）

6
 

粟

山

明

＂ 

5 ヽ

桜

井

新
（

＂ 

4 ヽ

関

谷

勝

嗣

＂ 

3 ヽ

住

栄

作

（

II 

2 ‘ 

佐

藤

隆
,. ー→、

II 

1
、

団

長

福

田

赳

夫
（
衆
•
自
）

m
日
本
側
出
席
者

会

場
~
人
民
大
会
堂

開
催
地
~
中
国
北
京
市

期
日
~
一
九
八
一
年
＋
月
二
十
七

H

-11一
十
日

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
会
議
」

二
名

1

一
名

-34-



九
八

十

十

第人

三口 (3) (2) 

回と ④ ③ ② ① 
運開 主起司副議

営発→ 最 第― 第― 第な草 議
委 k 0 終 O 二 0 _ 0 0 ーる委

貝関 北 表住日ゴ黒 H 福福 H 日貝会長長
会す 京日 代目日田目田田目程．．．．．．．．

る 宜へ 議へ本俊へ元元へ 住陳佐麿
ア 言十士十の夫十首首十 藤

ジ 採月 に月人博月相相月 栄慕 承

ヘア 択三 よニロ士二‘の二 作華隆志
北国 十る—I· 変の十国特十 へへ

京会 H 力九動 八連別七 他中他中
会議 - ン日の 日平講日 五国五国
議貝 ト-傾-和演- 名副名全

最会 リ向賞 総人

終議 l と受 理代
H 展賞 -副
同 レ望 委
地ホ。し 貝

に 1 講 長
て 卜演 -
- 発

-35-



三九 九
八 八

八

I 

九 ニ ー

十

I -・- .... , ... • .. , 

ゴ財
特日参人 斉団
記本 加 口 監 理副理さた北法

事側 国 と " " 理 事 れ → 凩， 人
項・・ ・• 開 事たア会ア
•• 佐他六発 事 事長長° ジ議ジ

② ① 藤機 ケ に ・・・・・・・・・・・・ ア時ア
とそ A を開 某ー 関 国 関 沼前花住佐田 議の人

なの F 正発 ［ 乱日 月．づ九隆・・ ・・ す 田田村 藤中 貝第口
つま P 式に 閏き八 'u ン中暫る 艇幅仁 フ三

たま P に関 → 一井 N 力国定ア 四三八栄 龍 オ回開
゜A D 発す g 泣年上 F , , 委ジ 郎郎郎作隆夫 I 運発
F 発足る 蕊::, 十晋 P イ日貝ア ヘへ~ ~ ~ ~ ラ営協

P 足° ア^ 月方 A ン本会議 ! 帥令 日経 ム委会
P にジシ 三 ‘ド‘へ貝 族今、本連団 し 貝
D 伴 ア勺 十他 I , マ於フ 電波 II II のム云 ('ii]

~' 貝て臼え付口 P I I - I 長自自自 動於

回こ フ 丘， ”問 F スシユラ -民民民 母て
運のオ 口 北 題‘トア l ム 長党党党体‘
営委 l ご 凩＇ 専 A ラ‘テ• L - 総副総 と発

委員 ラ人 宜言門 Y リスリ 財力団 務匡幹声務会 し議

貝会 ムロ “家 C アリ I '"長」主長長 てさ
会は［と に P ラ- - - - fjlj れ

-36-



ヘ ヘ

十九 八九
ニ八 八

’’  . 
I 

十
＼ 

三 八
五 ヽ

ヽ

．．． 

-, 第 7 

人

゜
議 さ夫多 人

宜 議参 ロ 斉準 加 回 口
加 と 準備長 国準 と

言 題国 開 備委 ．． ．． 備開.. ．． ．． 発 運貝 佐 F 卜 日 運発
諸貝 各子西西 に 営会藤 p ラ 本営に
問会国供半半 関 委及 A lJ ‘委関
題 L に の球球 す 貝 ぴ隆等ア 中 貝す
の を → 保諸諸 る 会大 ‘国会 る
改形人護国 国 プ 役会 フ

ヽ

ア
善成口 の二 ラ 貝 5*< 多 イ イ ン,,.,. 

に し と 移開十 ジ に加 リ ン ~ ｝ 

向 ‘開民発ケ ）レ フ 国 ピ ド 議
け議発の 国 ム云 イ 等 ン

ヽ
貝

‘題に 各人 議 リ に ‘ス フ

積 と 関問 ロ L 
ピつ 他 リ オ,-, 

極 し す題 於 ン し、 u ラ- l 
的て る に婦 •、 がて N ン 於 ラ
に と 国つ人 ブ 加 D 力 .. ム
努 り 内 し、 の ラ ゎ p ヽ マ L→ 

ヵ あ議て 地 1/ -・ つ ‘オ
す げ貝 ゜位 ）レ た u l ラ
る た委 ． ヽ ゜ N ス-
゜

-37-



五九 三九
• 八 ・八
十三 七三

九 I 

I 五 九三~-
十
ヽ

Jじ Jじ

第 大本第オ 発共主大

一 統会ープ 起 統
回 領議回ザ 人催催領
本 ・・執 I メ・・・・
会ポワ福 首 '83 行バチコセルウ H ン国人 首

議レル田 相 年委 I~ 口／ネマ1 イ バ連口へ相
"ロト赳 会 秋貝，• ジビガニ I I 開と於会

予 '83 元ハ夫 議 開会イアアルアン本•• 発開.. 議
定年コイ元実 催・・ギ 計発ウ設
11 ロム首 行 予 '83 リヌパサマワ福 画にイ立

月ン前相 委 定年スイスンネル田 へ関 I 委
中ビ国 貝 5 ラトゴスト赳 U すン員
旬ア連 会 月ヒ元ラ l クハ夫 N る‘会
オ大事 束 I 首 l ル元イ元 D グホ
l 統務 京ス相ナ前首ム首 P 口 l
ス領総 で元 大相前相-I フ
ト長＾ 開首ポ統国 バブ
リ 於 催相レ領連 ）．レ ル

ァ ，， 予 口 事・ コグ

で 東 定 元務 ミ王
開 大総ッ宮
催京 統、長 T -

- 領 イ

~33~ 



” lー・ 九 九
八 八
十三 -・・ 

I 
. 

1-・l・ 七

、一’

七

-・ 一,..... ,. 一•一""'~w-『」—- -・ ● "『'"'"'一~ー'"—.,,.『L『...『 L 『•ー,.,

7 

＾ ＾ ＾ 
ヘ 財

0 議 参 第人 理経 理行 理科 理人 初厚団

大 加 ロ II II 政
＂ 
JI 学 II 

＂ 
口 の生法

会長 国 回 と 事済 事〇 事技 事 理 ‘人
夫多 ． ． .. 準開 .. ．． '. ．． B ．． ．． .. 術 .. .' ．． 開 事外ア
加佐 U 日 備発 房界 須翁内 武森本 小川 黒発 会務 ン・-・ 

国藤 N 本 運に 野 V 之 村官 田 多エ 林野田 で ヽ一rつ

等 D 
ヽ
営関 部久 界 修 ネ 食 新牒人

に 隆 p 中 委す 夏 鼠次良一 三一健ル 和重俊糧 た 林ロ
つ ‘国 貝 る 明 三郎英 郎久一 ギ 正任夫分 に 水
Vヽ u ヽ 会ア I - ...-... へ野 次産開ヘ へ 9 へ ~ ~ ~ 

て N ィ ジ 経 月ヽ9lj 刀←,. こ プ,,.,.じ 東 日 東 日 束 日 V の三発

F ン ア 団 外厚農 洵本大資 大大大 ＋省協
p ド 議 連 務生林 大原工源 人名 人 氏共会

A 
ヽ

貝 総 事事事 エ子学分 ロ 瞥口 が管理
‘フ フ 務 務務務 学力部野 研教研 理認事

I イ オ 部 次次次 部廂教 v 究授究 事可会~ 

長 官官官 教業授 所-所p リ 於 I .._, ヽ、一、一 授会- 教 顛
に 法

p ピ .. ラ -議 授 問
就人

F 、/• /ゞム
専

ヽ ヽ 任に
ヽ ン L ゜拡務
コ 理 大
ク 事 し- ヽ て

-39-



＾ 十九
六八
i三
十・
八十
、_,

-... '" 

構 事議 召 共主 ., 。
゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚

。
゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚

。
成
務
集

元

ペ コ モ ナ チ ジ ）レ レ ス ア オ I'ヽ ザ 夕 フ ィ ネ ィ ヵ 国 日 総 大

ネ 口 ィ ユ ヤ I ）レ I ン メ
国 長長 者 催 催 統

ロ ノゞ ス ン ラ ギ ~{ 夕 際 ．． .' .. ．． .. ．． 領
ジ セ・

ズ ン ● "" マ マ ィ 卜 ガ ）レ

＾ 
プ ク 福 国 人

工
ノ

ン
ラ ピ ン リ I リ 連 ラ ）レ 田 連 口 首ツ

イ リ I ＾ 工 ピ リ ジ
● "● 

チ リ ... I. ツ 卜 赳 開 と 於 相
ラ ア コ ア ア 力 ア ン ス ン ア I ア イ ス ス ）レ ア ン 合 本

.J .• ド 夫 発 開 ．． ＾ 云

/'¥ 
フ

II II II II II II u II II II II II II II II ll II II II II II 力
オ ワ 計 発 ウ 議

力 ミ ア オ ヘ ミ マ セ ク ア マ イ マ ク ジ 1/ ヽ中 キ ジ ア ク 福 国 I Jレ 画 に イ 第
ルサ /', ル デハ ネ リ ）レ Jレ Jレエ テ リ ヤ 工 ｝レ ユ I Jレ ヽ ド 卜 関 I 

メ セ イ ア ム 卜 卜 ノ イ ツ I テ I J 卜
田 す^ ン 回ロ 工 工 コ マ マ ，，ヽ u る

ス Jレ ツ グ I ）レ ． ウ ム ． ア ン ク ム イ オ ツ 赳 モ イ
けグ

‘総

ド ン マ ホ フ I ホ
ス
サ ス ． ド ワ I ム ホ ム云． ． ． 

，，ゞ ル 夫 ス p ロ
ァ ネ シ ァ I L ． ヌ マ ス Jレ ロ フ ツ マ ッ ． .' ． 

＾ 
-...., I ス

＾ ン オ 才 イ ン ス グ レ ク イ ク ヤ キ デ ン ア 卜 u 削"・ ノゞ フ

ド
卜
ス ノゞ ラ レ キ ラ フ l ン ． ノゞ ヤ イ ド ヒ /'- N 国 ）レ プ

レ
ラ
マ サ I ユ t 口 ザ ツ チ ン ラ I レ ジ イ D 連 ）レ

ス
I 

ン I I 
,， • , 
ヨ オ ム P 事 コ

グン ン /, ヨ
ナ

ジ デ マ テ ン ピ ツ 事務 ヽ

王チ ッ
ペ ボ ョ シ ョ ナ ）レ ス テ 務 総 テ 宮
レ レ イ 1 ン マ 夕 イ 信｀長 イ

,_ 

ロ ナ
、、 I 

-40-



''  

+九九
七八 八
1四 四

＋ 
,_, -・.  
'.  

・ I—ー・
...L. 
/, 

う 議 参-,

"""' 

(1) 大人 0 加運人 0 0 0 0 0 

9 8 7 6 5 4 3 2 1 日参会開期会口 い第長 国営ロスセ西ユポ
‘‘‘‘‘‘‘‘‘本）JII 催 L と て一・・ ・・委と ゥ l 

副団名側者場地日 開 回佐オ日員開 エネドコさル
誉出., ...... 発 大藤 I 本会発 スト

団 団席三ビイー に 会 ス 'L に 1 ガイラ
長長長者十ギン九 関 の隆卜中 関デ ヒ·•ガ

ーヤド八 す 具 ラ国 すンルツアル

カン四る 体リ‘る II II II II II 
倉石柄安矢阿井佐福 国 —年 ア 的 アス アオレヘ、マ
田井谷孫追部上藤田 ‘パユニ ジ 手 リ ジラオルチ lJ

子 四ワ 1 月ア順 ラァ ホ゜ムヤア
寛一道藤秀昭普 赳 ＋ンデ十 議 及 ン 議ウルド I ド. 
之ニー吉彦吾方隆夫 七＾リ七 員 ぴ 力＾員ル トリ レ

＾＾＾＾へ＾＾＾＾機国 I 日 フ 大 ‘於、フスセヒ:・JI 
参参参衆衆衆 衆 関際 ！ オ 会 イ・・オテダシチル

II II ・・会 二 l 以 ン— I ン l ユツド
自民自公社社 自二議十 ラ 降 ドュラ ルミチ

.._.. .._,. 杜~.._,. 民.._,. .._,. .._,. 百 場日ムの , I ム ツ ピ

.._,. 連 九- 第 展 デ第サントンタ
'-' + ー開 リニゴシ

七 回に I 回 1 ル
名 つ ~Jレゴ

-41-



九
八
四

． 

-t 

L本, 人
議 参議 ロ (3) (2) 

゜
加 と ④ ③ ② ① 主 起 司議

つ A 長 国 開 最 第 第 第 な ャ苗・↑-

vヽ F .. '' 発 二終 7 ラ の "里ヽヽ ー• へ イ 長福一 る 委

て p 佐 u A に ュ El ス ン 日 新 田 日 ）レ ン ~ 田 B 日 貝 会長
p 藤 N F 関 I I} ジ 目 次悛 目 ム T 一、` 赳 目 程 ．． ．． ．． 
D D p す テ ラ ツ へ冗•••一ユ 夫へ ツ ラ 歓夫＾ 石 ア サ /', , 

活陥 p p る リ ン 卜
し
博ニ 卜 迎元 井 フ ツ ）レヽ

動 ． D ア 宣 力 月 講士 月 ガ挨首 月 オ lヽ ラ

方 u 公 ジ 言 ア 十演 ゴ十 シ ン 拶相 十 I ． ム
針 N 式 ア 採 住 夕 九 国 八 ユ ジ ,,,_._七 ラ ボ ジ
と F 参 フ 択 民パ 日 家 日

‘ I グ 日 他ム I ヤ
展 p 加 オ 夫多 卜

ヽ 開- ツ イ ロ ヽ 五事ル 力
望 A 国 I 加 ． 発 卜 ン I 名 務 ． I 
ヽ

ラ L ス 政 西 ド ｝ヽ' 総 Jレヘ ~ 

A I I 十 ム 講 リ 策 独首 ）レ 長 ッ＾
後 p ， 演 ラ

I 
前相

ヽ
夕 イIヽ
ン

の p ヵ 各 ン 首 ． コ I ド
活 F 国 国 ヵ 人 相歓 ヽ ル国
動

ヽ
代 厚 口 基迎 ツ ヘムヰ、

計 表 生 と 調挨 テ ア 議
画 者 大 開 演拶 イ ジ 長

に 臣 発 説 会
ヽ

-42-



ょ--
占 r 、

十九 八九
五八 八

I 四 六四

十八
十 ． 

I, 
四 八

/¥ ヽ
ヽ

""""" 

人 国
日 参ロ 日 日 参連
本 加 と 本 本加

三石柄矢永水 佐田 福代 国開 安黒石柄矢永水佐田政 政国国
表 ・・． 発 府 府.. 際

塚井谷追井田 藤中 田団 ハI, に JII 田井谷追井田藤中顧 首百人
＋関 問 席四口

ー道秀孝 龍 赳 カす 正俊一道秀孝 龍団 代＋会
国る 表九議

博ニ一彦信稔 隆夫 夫 国 彬夫ニ一彦信稔隆夫 ． 
カ＾

＾＾＾＾へ＾ ＾＾  --- 際 .....---......--.....--.,.......,..,..-........-...-- ............ 湯国於
衆参参衆衆衆 衆衆 衆 議 厚厚参参衆衆衆衆衆 Jll ．． 
議議議議議議＾議議＾議 員 生生議議議議議議議 宏 メ

院院院貝院院 A 院院 G 院 ム工 省省院院院院院院院 厚 キ
議議議議議議 F 議議 C 議 議 人人議議議議議議議 生 シ
貝貝貝貝貝貝 p 員貝 P 員

＾ 
ロ 口貝貝貝貝員貝貝 政 コ

• • p p 於 問問 ． ． ． ． 務 ヽ

自 自民公社社 D 自 自 D 自 ．． 題題自民公社社自 自 次
............. _...__......__.... ..................... 議--議...___., メ

審審_..._..._..........,. __  ........,. 
官

長 長 キ 議議
v ノヽ シ ムェ ,Lコ‘ 

コ 委委
.._, 
員員.._...、

-43-



『-、
二九
八
F、1i..

I 
-'  

七
-—.• 

.... 

第

出 主 e-,  

席 於 回
者 催 '' 人
．． ．． 東 ロ

゜ ゜
0 

゜ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜
A 財

凩,, 
と

夕 ス フ ネ マ 韓 ィ ィ 中 オ 日
,_, 

団 開
イ リ イ ノゞ レ 国 ン ン 国 I 本 法 外 発

II ラ I} I I II ド ド II ス II 人 務 に

信 プ ン ピ /!, シ モ ネ I 許 卜 阿柏塩裔 矢 井安新栄 福 省関
副 ン 力 ン II ア I シ s 浪 ラ部谷 田 桑追 上孫へ 作田 ア 国 す
大 テ I ll ド II イ ア 新 リ 昭道 栄秀 晋子 衆 ‘赳 ン‘‘ 際 る
臣 イ 大 ラ 国 ヵ 口 臣 ラ ム II p ‘ア吾—• 晋松彦 方 藤 関夫 -｝ , 会 ―I ) 

ウ 臣 ン 務 ｝レ ン I マ 何 II ヘ」rc1 自 -;,＂ , 
ヽ

人 議 ンゞ`------ ...-... ...-,--..., ,,,-., 
ム ンヽぐ 副 メ マ :I;" ｝レ

‘ 
埋 B 衆参 衆参衆 衆 ‘民勝 田 口 ,.... ゴ、 ア

ツ 大 ン シ ン 卜 ツ 良 ,,-,._君 ~ 刷 中
,_, 

国
力 卜 臣 シ ユ 才 ノ 夕 .J 社民民公 公社 田 、 立月ヒ 開 乙公ー、

マ I ム ス 移 I 民社社 明 明 と云、 寛 鹿 夫 テ>'<. 議

ピ ーlン 夕 マ 住 ）レ グ J前c_, ~ ~ ~ ~ ~ 之 野 協 貝
ラ 夕 ン ン 大 ッ- r ヽ

直 佐 会 代

ド 9ゞ レ ヤ 六又 臣 ド
才多

彦 藤 表,-, 

運 卜 ィ I 通 ラ 自 ‘降 A 者
輸 厚 工 ラ 副 ツ 民 桜 p 会

通 生 ス ナ 大 ク
,_. 

井 住 D ；；叔坐；

-44-



'"'""""'"""'・

日

程
.. 
第

ィ 中 セ 出 夕 本 R 基 国 ロ 会感ム 人が一財務外官内併l
大）II ン 小黒国 ツ J ゞ， ム云、 調 連 ン 長謝事口 そ＾団次務房閣会 8 
内野 ド林田 A シ 卜 議サ講 人で 状務 と れ l司法官大副総式 目
重農和俊 ロ ヨ ．． ラ 演 ロ 贈笹贈総開 ぞ財 人代臣長理 ,", 

穂任村正夫非 ン ス セ ス ．． 活呈 Ill 呈長発れ団 理 官大 A
~-―し 人~ ~ 礎 II IJ ツ 国 動-良 に 祝理 l:l ~"'女代臣 p 月
調ア束 ロ 日 日 調 ラ シ 連 基 ー財 s 関辞事本 倍理 D 五
脊 ジ 庁，、． と 大大査問 ン ヨ 人 金 ＾団 す 長船 晋-中 A 日
部ア大農 人 人 題 力 ン ロ 事 二法 P る 篠舶 太 曽理

、し―‘

長経学業 ロ ロ 提 厚 I 活 務 月 人 ア 田振 郎 根事
.__, i斉名 開研研 起 生 動 局 五 ヽ

ン・ナ 雄典 ヘ 康長
研誉発究究 大 ラ 基 長 日 日 ツ ア 次 会 森 弘
究教調所所 臣 ン 金 夕 * 夕 議 郎会 Ill ~H-1 
所授査教名 を ン./ , 事 R ''船 I 員 代長 恒"． 山 中
序，，士又・. ヽ 授 醤 議 ツ 務 マ舶 ）し フ 理 戸J 崎龍
済 ~rfr 長 卜 局 サ ツ振挨 オ -笹 外 拓夫
成 長 に 長 ラ ヤ典拶 I Ill 務 内挨

長 ｀`ーF 選ア ス サ会 ラ 良 政 閣拶

-45-



＇ ~ 

二九
十八
四五

！ 
四

十
_L. 

/'¥ 
ヽ

元

央多 事議名 大

゜
。
加

務 誉 統
れ第 がそ 総 議 領
る 四 取れ 国 長長長 ． 
予 皿 り ま ．． .. ● 9 ．． 首 第 第

定総 上で 総プワ 福 相 セ三 セニ 跡 B [::I 調 夕
° ム本 げの 十 長 ラ ル田 ム云 ソ` 日 ツ 日 ~ 本 阿岡本 山黒在イ

は ら
ヽ

四 ツ ｝` 赳 議 シ 目 シ 目 ス の 部崎の 本 田 人
ヽ

れ三 ケ ドハ夫 第 ヨ ヘ ヨ ラ 農 陽 人 幹俊 ロ
＾ る つ 国 フ イ 元 ン ン ィ 業 誠一 ロ 夫夫 と

九 -の ォ ム首 回 V 月 III 月 ド へへ転 開‘一 へへ
八 と 主 I 前相 へ総 七 ． ' -農；森厚豚換研帝 8 発/~ 

五 に要 ド 国 於会 閉 R N R 村質生生 と 究京大 基

年 決課 連 ．． Lぶ, ~ ‘’  開 部省 省農所大人 礎

四 定題 モ事 ノゞ 総 発長 人 人村長客 D 調
月 ゜に I 務 リ 括 と ヽ ロ ロ 開-貝研 査
ヽ

加 ス総 国 討 人 問問発 教究

日 え u 長 際 論 口 題題 授所 杜

本 ‘ N 会

I 
研研 名 L云、

で 人 D 議 ヮ九℃ ク九 総誉 福
開 ロ p 場 そ 所所 合所 祉

催 間 事 ヽ の 人長 保長 関
さ 題 務 軌 ロ ｀ 

健- 連

-46-



＾ 十九
三八

I 
五． 
十五
四
日
,_, 

第

参。 加 回

゜賓 る 日 者 人 任フ つ取 卜 常佐
と ア本 数 ロ す オ に り で任藤
し ジか ● 9 と る ! す あ 人理隆
て ア ら 約 開

~ 

ス る げ類事代~ 

出議は 四 発 と を -る の-議~ 

席貝
ヽ
百 へに に 組 と よ 生が±

｀フ 佐 名 於関 な 織を う 存
ヽ
,-.. 

碁 オ 藤 ・・ す つ し 決進 と 特人
調 I 隆 -' る た ‘定言平別 口
講ラ 代 ユイ 。王、 ゜ ゜和講 と
演ム議 I ン 幹人そ を 演開
し 議士 テ ド に ロ の脅 を 発
た 長へ リ 議 福問結か行に
0~ 人 I 貝 田題果す な 関
が口 国会 赳 に

ヽ
1 いす

ヽ
と 際議 夫関主人 ‘る

開開 ム云 元す要口

゜
世

会発 議 首 る 課問 B 界
式に 場 相 夕 題題サ委
に 関

ヽ がスのし 貝ヽ

来す 就 ク ＇ を ツ 会

~47~ 



昭和60年 6月30日発行（季刊）

「アジア 人口と開発」 .No.13 

発行者 田中龍夫

発行所 財団法人アジア人口• 開発協会

〒100千代田区永田町2--10-2 

永田町TBRピル71 0号

TEL 03 (581) 7770(代表）




